
日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

一
九
九
七
年
十
月
十
八
日
 
護
行

抜
刷

『
還
魂
記
』
版
本
試
探

根
ケ
山

徹



『
還
魂
記
』
版
本
試
探

根
ケ
山

回

 
湯
顯
租
の
『
遠
魂
記
』
が
一
鷹
の
完
成
を
見
た
の
は
正
暦
二
十
六
年
(
四
五
九

八
)
の
こ
と
で
あ
る
。
岡
垣
は
夢
と
現
實
、
生
と
死
を
超
越
し
た
男
女
の
情
の
結

實
と
い
う
劃
期
的
な
圭
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
博
く
江
湖
に
迎
え
ら
れ
、
数

多
く
の
版
本
が
存
在
す
る
。
畑
鼠
華
氏
は
明
代
だ
け
で
も
九
種
の
版
本
を
著
録

 
ユ
 し

、
・
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
十
二
種
の
存
在
を
指
摘
し
得
る
。
こ
の
よ
う
に
現

存
す
る
版
本
の
数
が
同
時
代
の
他
の
戯
曲
作
品
に
比
べ
て
格
段
に
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
『
西
廟
記
』
や
『
琵
琶
記
』
の
よ
う
に
永
い
年
月
に
亙
っ
て
傳
え
ら
れ

て
來
た
作
品
と
は
異
な
り
、
極
め
て
短
期
聞
の
傳
紗
の
こ
と
故
に
画
学
の
手
が
加

わ
る
鯨
地
が
僅
少
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
た
め
か
、
各
版
本
の
特
徴
や
類
型
に

つ
い
て
は
殆
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
徐
朔
方
氏
は
朱
元
鎭
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刻
本
を
底
本
と
し
、
朱
墨
套
印
本
、
汲
古
閣
刻
本
な
ど
を
、
銭
南
揚
氏
は
朱
元
鎭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

校
刻
本
、
朱
墨
套
印
本
、
文
林
閣
刻
本
、
清
暉
閣
批
鮎
本
、
濁
篭
居
黙
定
本
な
ど

を
樹
校
し
て
校
勘
し
、
ま
た
竹
田
復
氏
な
ど
は
蒲
水
齋
校
刻
本
と
暖
一
室
彙
望
事

 
 
 
 

千
本
の
異
同
を
抽
出
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る
各
種
の
版
本
を
網
羅
し

た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
各
版
本
聞
の
字
句
の
異
同
や
誤
刻
を
指
摘
す
る
に
と
ど

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
相
互
の
連
關
に
つ
い
て
は
全
く
閑
却
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
と
こ
ろ
が
、
萬
暦
か
ら
崇
積
に
至
る
聞
に
行
わ
れ
た
『
還
魂
記
』
の
版
本
聞
に

存
在
す
る
異
同
は
、
輩
に
時
代
の
推
移
に
件
う
増
訂
の
類
だ
け
で
は
な
く
、
系
統

を
異
に
す
る
版
本
の
存
在
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
本
稿
は
、
明
代
に
上
梓
さ
れ
た
『
還
魂
記
』
の
版
本
を
封
校
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
系
統
を
分
類
し
、
作
者
湯
顯
租
と
同
時
代
の
上
梓
で
あ
り
な
が
ら
、
何

ゆ
え
に
平
語
の
施
さ
れ
た
版
本
が
存
在
す
る
の
か
を
考
慮
し
つ
つ
、
該
書
の
分

化
、
傳
紗
の
實
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
明
清
無
代
に

数
多
く
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
略
本
に
輯
録
さ
れ
る
該
書
の
散
鶴
や
散
套
か
ら
、
後
代

へ
の
流
離
の
過
程
に
お
い
て
煤
莱
ｽ
な
る
言
容
を
途
げ
た
の
か
を
も
明
ら
か
に
し
た

い
。
も
と
よ
り
湯
睡
眠
の
手
に
成
っ
た
當
初
の
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
略
書
の
租

本
を
探
究
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

二

 
管
見
の
及
ん
だ
明
版
『
還
魂
記
』
は
、
凡
そ
次
の
四
系
統
に
分
か
つ
こ
と
が
で

き
る
(
〔
〕
は
略
溝
)
。

1
-
1
.
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
上
下
巻
ゆ
萬
暦
四
十
五
年
(
一
六
一
七
)
石
林
居
士

 
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
石
〕

 
 
封
面
敏
。
冒
頭
に
「
萬
暦
戊
戌
(
二
十
六
年
・
一
五
九
八
)
穐
、
清
遠
道
人
題
」

 
と
署
す
る
湯
顯
租
「
牡
丹
亭
還
魂
記
題
僻
」
を
、
次
い
で
「
萬
官
需
巳
(
四
十
五

一
四
九



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

 
年
.
 
一
六
一
七
)
季
夏
、
石
林
居
士
書
於
錆
夏
軒
」
と
署
す
る
「
書
牡
丹
亭
還

 
雑
記
」
を
置
く
。
目
録
題
、
本
文
題
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
版
心
「
還
魂
記
」
。

 
本
文
首
「
明
臨
川
湯
確
報
若
州
編
」
。
牛
葉
十
行
行
二
十
二
字
(
白
讐
行
)
。
毫

 
溝
造
立
中
央
圖
書
館
藏
。

I
i
2
.
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
上
下
巻
。
萬
暦
聞
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
〔
萬
〕

 
 
封
面
訣
。
冒
頭
に
「
萬
暦
戊
戌
穐
、
清
遠
道
人
題
」
と
署
す
る
湯
壷
租
「
牡

 
丹
亭
還
魂
記
野
里
」
を
置
く
。
目
録
題
、
本
文
題
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
版
心

 
「
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
明
臨
川
湯
顯
瞠
若
士
道
」
。
牛
葉
十
行
行
二
十
二
字
(
白

 
箋
行
)
。
北
京
郵
書
館
善
本
特
認
部
藏
。

1
-
3
.
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
上
下
巻
。
啓
禎
聞
朱
元
鎭
校
刻
本
。
 
 
 
〔
朱
〕

 
 
骨
面
は
「
重
鏑
繍
像
/
牡
丹
亭
/
懐
徳
蹴
転
板
」
と
刻
す
。
冒
頭
に
「
萬
暦

 
戊
戌
穐
、
清
算
道
人
題
」
と
署
す
る
湯
顯
租
「
牡
丹
亭
還
魂
記
題
僻
」
を
置

 
く
。
目
録
題
、
本
文
題
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
子
心
コ
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
明

 
臨
川
湯
課
租
若
士
編
 
獄
無
上
亭
朱
元
鎭
較
」
。
牛
葉
十
行
行
二
十
二
字
(
白

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

 
遊
行
)
。
石
林
居
士
刻
本
の
覆
本
。
京
都
大
學
文
學
部
、
大
谷
大
學
圖
書
館
(
騨

 
田
喜
一
郎
氏
蕾
墨
書
)
、
大
阪
府
立
塩
書
館
藏
。

∬
一
1
.
 
『
牡
丹
亭
』
四
巻
。
泰
昌
元
年
(
エ
ハ
ニ
○
)
朱
墨
套
印
本
。
 
〔
墨
〕

 
 
封
面
峡
。
冒
頭
に
「
萬
暦
戊
戌
秋
、
清
遠
道
人
主
」
と
署
す
る
湯
顯
租
「
牡

 
丹
亭
題
詞
」
を
、
次
い
で
前
漢
茅
元
儀
題
と
署
す
る
「
批
黙
牡
丹
亭
記
序
」
、

 
青
藤
野
暎
遠
士
纂
と
署
す
る
「
題
牡
丹
亭
記
」
、
「
凡
例
」
を
置
く
。
目
録
題

 
(
各
巻
首
)
、
本
文
題
「
牡
丹
亭
」
、
版
心
「
牡
丹
亭
記
」
。
尚
、
播
圖
第
十
四
葉

 
に
「
庚
申
(
泰
昌
元
年
.
 
一
六
二
〇
)
中
秋
窩
/
王
大
衡
」
と
あ
る
。
牛
葉
九
行

行
十
八
字
。
國
黒
総
丈
書
館
内
閣
文
庫
、
北
京
蘭
書
館
善
本
特
藏
部
藏
(
古
本

 
戯
曲
叢
刊
初
野
影
印
)
。

丑
1
2
.
 
『
新
刻
牡
丹
亭
還
魂
記
』
四
巻
。
崇
禎
聞
文
林
閣
刻
本
。
 
 
 
〔
文
〕

一
五
〇

 
 
『
潜
像
傳
奇
十
種
』
の
一
と
し
て
.
 
『
筆
石
記
』
『
四
登
記
』
『
二
藍
記
』
『
義
侠

 
記
』
『
犀
鳥
記
』
『
雲
譲
記
』
『
高
文
學
珍
単
記
』
『
易
轄
記
』
『
裳
文
正
還
魂
記
『

 
と
合
刻
さ
れ
る
。
全
篇
の
封
面
は
上
欄
に
「
南
北
雅
調
」
、
下
欄
に
「
文
林
閣

 
編
輯
/
繍
像
傳
奇
/
十
種
/
牡
丹
・
蕉
粕
・
四
美
・
魚
塩
・
義
侠
/
澆
紗
・
雲

 
垂
・
米
欄
・
易
軽
・
還
魂
 
郁
郁
堂
藏
板
」
と
刻
す
。
『
還
魂
記
』
の
封
面
は

 
「
刻
全
職
漁
麗
娘
/
金
陵
唐
氏
藏
板
/
牡
丹
亭
還
魂
記
」
。
目
録
題
、
本
文
題

 
「
新
刻
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
版
心
「
全
像
註
牡
丹
亭
記
」
。
牛
葉
十
一
行
行
二
十

 
字
(
白
千
行
)
。
京
都
大
學
文
學
部
藏
。

皿
一
1
.
 
『
批
鮎
牡
丹
亭
記
』
上
下
巻
。
天
啓
聞
導
水
齋
校
刻
本
。
 
 
 
〔
蒲
〕

 
 
封
面
飲
。
冒
頭
に
「
導
管
道
人
題
」
と
署
す
る
湯
顯
祀
「
牡
丹
亭
還
魂
序
題

 
詞
」
を
置
く
。
目
録
題
「
批
鮎
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
本
文
題
「
批
黙
牡
丹
明
記
」
、

 
午
睡
「
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
臨
川
玉
澤
堂
編
/
公
安
瀟
碧
堂
批
/
新
都
冷
水

 
齋
校
」
。
心
葉
九
行
行
二
十
字
。
北
京
積
書
館
善
本
特
写
部
藏
。

w
1
1
.
 
『
柳
浪
館
批
評
玉
茗
堂
還
魂
記
』
上
下
巻
。
天
啓
聞
柳
浪
館
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
柳
〕

 
 
封
面
敏
。
序
文
、
目
録
飲
。
本
文
題
「
柳
歳
男
批
評
玉
茗
堂
還
魂
記
」
、
版

 
心
「
還
魂
記
」
。
譲
葉
十
行
行
二
十
一
字
。
混
濁
鏡
立
中
央
言
書
館
藏
。

y
-
2
.
 
『
清
暉
閣
批
黙
玉
茗
堂
還
魂
記
』
上
下
巻
。
天
啓
四
年
(
一
六
二
四
)
著

 
慶
雲
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
清
〕

 
 
封
面
敏
。
冒
頭
に
「
天
啓
加
重
(
三
年
・
一
六
二
三
)
陽
生
前
六
日
中
誰
篭
居
士

聖
王
任
題
於
清
暉
閣
中
」
と
署
す
る
「
山
窟
玉
茗
堂
牡
丹
亭
詞
叙
」
を
、
次
い

 
で
「
白
石
山
眉
道
人
選
士
儒
題
」
と
署
す
る
「
王
季
重
批
黙
牡
丹
亭
題
詞
」
を

置
く
。
目
録
題
「
清
暉
閣
批
評
玉
密
事
還
魂
記
」
(
各
巻
首
)
、
本
文
題
「
清
暉

閣
批
黙
玉
茗
堂
還
魂
記
」
、
版
心
「
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
會
稽
書
壇
訂
正
」
。

牛
葉
九
行
行
二
十
字
。
京
都
大
學
文
學
部
、
北
京
圖
書
蝕
善
本
特
戸
部
藏
。



W
1
3
.
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
四
巻
、
天
啓
五
年
(
一
六
二
五
)
路
費
卿
刻
詞
壇
讐

艶
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
梁
〕

 
 
封
面
立
。
冒
頭
に
「
天
啓
軍
立
困
敦
(
四
年
・
一
六
二
四
)
煤
洛
誌
纉
蛛
A
梁
漢

 
空
花
道
人
郷
迫
光
」
と
署
す
る
「
詞
壇
箋
艶
事
」
を
、
次
い
で
「
天
啓
乙
丑

 
(
五
年
.
 
一
六
二
五
)
孟
夏
日
、
武
林
壁
卿
氏
与
島
泰
和
堂
」
と
署
す
る
「
凡
例
六

 
則
」
、
「
翼
壁
戊
戌
中
秋
夕
、
清
書
道
人
題
」
と
署
す
る
覇
王
租
「
湯
芸
当
牡
丹
亭

 
還
魂
記
自
敲
」
、
「
附
臨
川
詩
」
と
題
し
て
「
見
臭
人
改
鼠
『
牡
丹
亭
』
者
失
笑
」

 
(
原
題
「
界
層
鼠
『
牡
丹
』
詞
者
失
笑
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
十
八
)
を
置

 
く
。
目
録
題
、
本
文
題
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
、
身
心
「
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
明

 
臨
川
湯
義
勿
編
本
」
。
牛
葉
九
行
行
二
十
二
字
。
北
京
圃
書
館
善
本
心
嚢
部
曲
。

W
1
4
.
 
『
還
魂
記
傳
奇
』
上
下
巻
、
啓
下
聞
安
雅
堂
刻
本
。
 
 
 
 
〔
安
〕

 
 
封
面
訣
。
序
文
は
前
後
が
破
損
す
る
が
、
清
暉
翠
霞
鮎
本
の
王
留
任
「
批
黙

 
玉
茗
堂
牡
丹
亭
詞
叙
」
に
同
様
で
、
序
文
の
版
心
下
部
に
は
「
安
雅
堂
響
板
」

 
と
刻
す
。
目
録
題
、
本
文
題
「
還
魂
記
傳
奇
」
、
版
心
「
還
魂
記
」
。
本
文
首

 
「
山
陰
王
思
任
季
重
父
批
貼
」
。
比
論
九
行
行
二
十
四
字
。
北
京
大
鳥
圖
書
館
古

籍
善
本
室
藏
。

坪
一
5
.
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
上
下
巻
。
崇
禎
聞
猫
深
居
貼
定
本
。
 
 
 
〔
猫
〕

 
 
「
玉
茗
堂
傳
奇
」
の
一
と
し
て
『
紫
銀
記
』
『
南
桐
記
』
『
郁
刀
雷
L
』
と
合
刻

 
さ
れ
る
。
画
面
訣
。
冒
頭
に
「
臭
汗
夢
道
人
沈
際
国
富
於
華
香
散
庭
」
と
署
す

 
る
「
玉
茗
堂
傳
奇
敲
」
を
、
次
い
で
「
古
香
多
士
亨
識
」
と
署
し
て
清
暉
閣
批

黙
本
の
欝
欝
任
「
批
空
玉
茗
堂
牡
丹
亭
詞
敲
」
や
呂
天
成
『
曲
品
』
、
凌
濠
初

 
『
課
曲
雑
筍
』
な
ど
に
引
く
評
語
を
輯
め
た
「
集
諸
家
評
語
」
、
「
震
峯
沈
思
飛

書
替
濁
土
居
」
と
署
す
る
「
牡
丹
亭
題
詞
」
、
「
臨
川
湯
顯
租
自
題
」
と
署
す
る

 
湯
顯
租
「
牡
丹
亭
還
魂
記
題
詞
」
を
置
く
。
目
録
題
、
本
文
題
「
牡
丹
亭
還
魂

記
」
、
版
心
「
還
魂
記
」
。
本
文
首
「
猫
籠
居
黙
次
」
。
牛
葉
九
行
行
二
十
字
。

 
 
 
 
 
 
 
『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
國
立
公
文
書
館
内
閣
交
庫
藏
…
。

罪
一
6
.
 
『
還
魂
記
』
上
下
巻
。
崇
禎
聞
毛
氏
汲
古
閣
原
刻
本
。
 
 
 
 
〔
汲
〕

 
 
封
面
壁
。
目
録
台
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
、
本
文
題
「
還
魂
記
定
本
」
、
版
心

 
「
還
魂
記
」
。
牛
葉
九
行
行
十
九
字
。
北
京
圖
書
館
善
本
特
藏
部
課
。

 
以
上
の
十
二
種
の
版
本
の
上
梓
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
贅
言
し
て
お
き
た
い
。

 
第
-
塁
の
石
林
居
士
刻
本
の
皇
軍
に
は
、
黄
宿
年
(
徳
修
)
、
黄
鷹
淳
、
黄
端

甫
、
黄
呈
出
、
黄
一
鳳
(
鳴
岐
)
な
ど
の
獄
縣
軋
認
諾
氏
一
族
の
刻
工
の
名
前
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遺
さ
れ
て
お
り
、
武
林
で
の
刊
刻
で
あ
る
。
蕃
書
の
声
量
は
同
盟
の
萬
虫
聞
刻

本
、
朱
元
全
校
刻
本
に
も
模
刻
さ
れ
て
い
る
。

 
第
皿
璽
の
朱
墨
套
印
本
に
つ
い
て
は
関
光
喩
輻
儒
刻
『
公
刀
蘭
ｲ
記
』
が
同
じ
版

式
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
臭
興
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
に
思
わ
れ

る
。
文
林
閣
刻
本
は
金
陵
で
の
刊
刻
で
あ
る
。

 
第
皿
茎
の
蒲
水
温
校
刻
本
に
つ
い
て
は
新
都
で
の
上
梓
か
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第
W
璽
の
柳
浪
館
批
評
本
は
呉
郡
、
清
暉
閣
批
滝
本
は
會
稽
、
詞
壇
箋
艶
本
は

武
林
、
濁
深
尊
霊
定
本
は
呉
興
、
汲
古
注
刻
本
は
常
熟
で
の
上
梓
で
あ
る
が
、
安

雅
堂
刻
本
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

三

 
以
上
の
明
版
『
還
魂
記
』
の
系
統
、
上
梓
の
先
後
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
べ

く
、
謹
白
を
封
校
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 
先
ず
第
十
齢
「
驚
夢
」
は
柳
夢
梅
と
杜
麗
娘
が
夢
の
中
で
出
掃
い
歓
會
を
果
た

す
こ
の
劇
の
關
鍵
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
後
花
園
を
守
護
す
る
花
神
が
二
人
に
姻

縁
の
言
分
が
あ
る
こ
と
を
導
出
す
る
【
飽
老
催
】
曲
の
後
牛
に
は
次
の
よ
う
な
異

同
が
見
い
だ
せ
る
(
傍
線
は
異
同
箇
所
。
以
下
同
様
)
。

 
〔
石
〕
 
昏
夢
酬
春
透
年
上
留
連
、
拮
花
尊
信
的
紅
歩
留
。

一
五
一



〔
萬
〕

〔
朱
〕

〔
墨
〕

〔
文
〕

〔
蒲
〕

〔
柳
〕

〔
清
〕

〔
梁
〕

〔
安
〕

〔
濁
〕

〔
汲
〕

第
1
、

日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

急
で
長
く
留
ま
ら
ん
。

同
様
で
あ
る
。

心
は
弾
み
と
お
る

は
片
な
る
ご
と
し
」

と
お
る

し
」
に
作
っ
て
、

施
さ
れ
て
い
る
。

 
同
齢
の
夢
か
ら
醒
め
歎
會
の
鯨
韻
に
浸
る
一

 
 
 
せ
り
ふ

夢
梅
の
白
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
〔
石
〕
 
姐
姐
、
像
可
十
分
將
息
。

 
〔
萬
〕
 
姐
姐
、
黒
蜜
十
分
將
息
。

 
〔
朱
〕
 
姐
姐
、
午
寝
十
分
出
歯
。

他
夢
酪
春
透
了
葱
留
?
浴
A
拮
花
閃
砕
的
紅
煤
藍
ﾐ
。

他
夢
酬
春
透
了
忽
留
連
、
掛
花
閃
砕
的
急
便
片
。

他
夢
酪
春
透
忽
不
留
懸
、
花
閃
砕
紅
煤
藍
ﾐ
。

他
夢
酪
春
透
了
難
潮
懸
、
花
閃
砕
紅
煤
藍
ﾐ
。

他
夢
三
春
透
了
忽
留
懸
、
拮
花
閃
砕
的
紅
煤
藍
ﾐ
。

原
訣
。

他
夢
三
春
透
了
忽
留
連
、
拮
花
押
神
的
紅
煤
藍
ﾐ
。

他
夢
酎
春
透
了
急
留
連
、
拮
花
閃
砕
的
紅
煤
藍
ﾐ
。

絶
望
豊
春
雪
辱
急
留
連
、
拮
花
閃
砕
的
紅
煤
藍
ﾐ
。

他
夢
酎
春
透
了
急
留
連
、
拮
花
閃
砕
的
弓
煤
藍
ﾐ
。

他
警
世
春
雪
了
葱
留
連
、
拮
花
閃
砕
艶
紅
煤
藍
ﾐ
。

第
皿
、
第
π
璽
は
「
彼
は
夢
酎
に
し
て
春
の
心
は
透
み
と
お
る
 
わ
れ

 
 
 
 
 
は
な
び
ら
 
 
つ
 
 
 
す
 
 
 
 
 
 
 
ち
り
ぢ
り

 
 
 
 
 
花
砕
を
警
み
閃
て
て
紅
は
愚
な
る
ご
と
し
」
と
基
本
的
に

 
 
と
こ
ろ
が
第
皿
璽
の
朱
墨
套
印
本
で
は
「
彼
は
夢
酎
に
し
て
春
の

 
 
 
 
わ
れ
急
で
長
く
留
ま
ら
ざ
ら
ん
、
花
は
閃
て
ら
れ
砕
け
て
紅

 
 
 
 
に
、
文
林
閣
刻
本
で
は
「
彼
は
夢
酎
に
し
て
春
の
心
は
潤
み

わ
れ
長
く
は
留
ま
り
難
し
、
花
は
閃
て
ら
れ
砕
け
て
紅
は
片
な
る
ご
と

 
 
 
前
浜
の
「
忽
不
」
「
難
」
は
も
と
よ
り
、
後
重
病
に
も
攣
改
が

一
人
が
唱
う
【
山
桃
紅
】
直
後
の
柳

〔
墨
〕
 
姐
姐
、
伽
十
分
將
息
、
我
再
來
礁
弥
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去
巫

 
山
一
片
雲
。

〔
文
〕
姐
姐
、

.
 
一
五
二

 
山
一
片
雲
。

〔
蒲
〕
姐
姐
、

 
山
一
片
雲
。

〔
柳
〕
 
原
鋏
。

〔
清
〕
姐
姐
、

像
十
分
將
息
、
我
再
追
思
弥
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去
年

弥
十
分
將
息
、
我
再
來
礁
弥
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去
巫

 
 
 
 
 
像
千
十
分
將
息
。

巫
山
一
片
雲
。

我
再
思
礁
瀬
野
。
行
当
春
色
三
分
雨
、
睡
去

〔
梁
〕
姐
姐
、

 
山
一
片
雲
。

〔
安
〕
 
姐
姐
、

像
十
分
結
盟
、
我
再
來
接
岸
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
山
留
巫

侮
十
分
將
息
。
我
再
來
礁
侮
那
。
行
啓
春
色
三
分
雨
、
山
送
巫

 
 
山
一
片
雲
。

 
〔
濁
〕
 
姐
姐
、
侮
好
十
分
將
息
、

 
 
巫
山
一
片
雲
。

 
〔
汲
〕
 
姐
姐
、
伽
好
十
分
將
息
、

 
 
巫
山
一
片
雲
。

 
第
-
璽
で
は
「
お
嬢
さ
ん
、

皿
、
壁
皿
、
第
W
璽
の
聞
で
は

十
分
將
息
」
か
の
相
違
は
と
も
あ
れ
、

春
色
三
分
の
雨
、

る
。 

ま
た
第
十
二
鮪
「
尋
夢
」

我
再
出
明
証
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
薄

墨
再
來
礁
侮
那
。
露
盤
春
色
三
分
雨
、
睡
去

 
 
 
 
 
ど
う
か
ゆ
っ
く
り
お
休
み
下
さ
い
」
に
作
る
。
第

 
 
 
 
 
 
「
伽
十
分
將
息
」
か
「
面
素
〔
千
(
衛
生
？
)
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
「
私
は
ま
た
會
い
に
参
り
ま
す
。
『
行
來
す

運
出
す
巫
山
一
片
雲
』
」
な
る
壁
面
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
柳
夢
梅
と
の
歓
會
が
忘
れ
ら
れ
ず
杜
麗
娘
が
夢
の

中
の
出
旧
事
を
追
憶
す
る
場
面
で
あ
る
。
侍
女
の
春
香
に
齢
宅
を
促
さ
れ
な
が
ら

後
花
園
を
立
ち
去
る
に
忍
び
難
い
杜
麗
娘
が
唱
う
【
川
平
撞
】
三
曲
目
で
は
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。



〔
石
〕

〔
萬
〕

〔
朱
〕

〔
墨
〕

〔
文
〕

〔
蒲
〕

〔
柳
〕

〔
清
〕

〔
梁
〕

〔
安
〕

〔
濁
〕

〔
汲
〕

爲
我
慢
離
休
款
留
連
、
聴
、

爲
我
慢
鯖
休
廷
留
連
、
聴
、

爲
我
慢
蹄
休
緩
留
連
、
聴
、

聴
這
不
煤
嵐
繒
t
暮
天
。

聴
細
緻
煤
覧
諶
･
器
天
。

聴
這
不
煤
覧
譓
t
暮
天
。

我
幾
度
俳
上
口
瀬
音
、
試
聴
痛
罵
春
暮
天
。

 
こ
こ
で
も
第
1
、

ゆ
る款

や
か
に
塗
盆
れ
、

そ
ら天

に
あ
る
を
」

し
口
は
物
言
ふ
に
即
し
、

る
を
」

 
第
二
十
八
齢
「
幽
遠
」
は
梅
花
奄
観
に
寄
寓
す
る
一
撮
梅
の
も
と
に
杜
愚
輩
の

幽
魂
が
現
わ
れ
、

【
宜
春
令
】

 
〔
石
〕

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
萬
〕

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
朱
〕

 
我
幾
度
俳
徊
口
獺
言
、
試
聴
喘
聲
春
暮
天
。

 
爲
我
慢
臨
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
利
I
春
暮
天
。

 
爲
我
慢
麟
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
覧
譓
t
暮
天
。

 
爲
我
慢
齢
休
筆
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
卵
￥
t
暮
天
。

 
爲
我
慢
齢
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
雷
ﾑ
春
暮
天
。

 
爲
我
慢
麟
落
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
卵
￥
t
暮
天
。

 
爲
我
慢
鶴
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
覧
譓
t
暮
天
。

 
爲
我
慢
蹄
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
覧
譓
t
暮
天
。

 
 
 
 
 
第
皿
、
第
y
藁
で
は
「
わ
が
た
め
に
慢
や
か
に
齢
休
せ
よ

 
と
ど
ま

 
 
 
 
 
聴
け
よ
か
し
、
聴
け
よ
か
し
 
不
煤
嵐
福
ﾌ
量
り
 
春
の
暮
の

 
 
 
に
作
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
豆
峯
で
は
「
わ
れ
幾
た
び
か
俳
徊

 
 
 
 
 
～
 
 
試
み
に
貼
り
を
聴
け
 
哺
き
聲
の
春
の
暮
の
天
に
あ

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
契
り
を
交
わ
す
場
面
で
あ
る
。
杜
麗
娘
が
自
ら
の
素
性
を
語
る

 
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が
存
す
る
。

斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
爵
仔
的
参
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
書
風
藏

斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
聾
心
的
参
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
寒
風
藏

斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
潜
窟
嬌
。
高
年
二
八
、
没
千
三
風
藏

 
 
 
 
『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
墨
〕
 
斜
陽
外
芳
艸
涯
、
溜
秋
波
掩
花
陰
解
官
。
奴
年
二
八
、
伶
打
分
有
参
和

 
 
周
。

 
〔
文
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
溜
秋
波
掩
花
陰
是
哨
。
奴
髭
二
八
、
伶
仔
只
有
参
和

 
 
矧
。

 
〔
蒲
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
溜
秋
波
掩
花
陰
是
喧
。
禁
書
二
八
、
伶
仔
只
有
釜
和

 
 
網
。

 
〔
柳
〕
 
斜
陽
外
芳
艸
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
的
釜
嬬
。
奴
年
二
八
、
没
包
地
風
藏

 
 
葉
裡
花
。

・
〔
清
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
汀
的
釜
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
熱
風
藏

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
梁
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
的
参
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
弾
風
藏

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
安
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
鮭
鱒
的
参
嬬
。
奴
輩
二
八
、
没
包
弾
風
藏

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
猫
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
箪
笥
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
弾
二
丁

 
 
葉
裡
花
。

 
〔
汲
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
黒
質
付
墨
黒
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
夏
風
藏

 
 
葉
裏
花
。

 
第
1
、
第
∬
塁
で
は
「
夕
陽
の
彼
方
 
芳
草
の
涯
、
寄
る
邊
無
き
父
母
の
み
ぞ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
み
と
が

居
ま
す
。
歳
は
二
八
、
罪
科
無
き
身
な
る
に
 
た
だ
風
に
点
れ
し
葉
蔭
の
花
の
身

の
ご
と
」
に
作
る
が
、
第
皿
、
第
皿
璽
で
は
「
夕
陽
の
彼
方
 
芳
草
の
涯
、
秋
波

 
と
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
く

に
溜
ま
り
花
陰
に
掩
る
る
は
こ
の
身
。
歳
は
二
八
、
寄
る
邊
無
き
父
母
の
み
ぞ
居

ま
す
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 
第
三
十
二
鶴
「
亡
霊
」
は
杜
麗
麗
の
幽
魂
が
霊
夢
梅
に
還
魂
を
懇
請
す
る
場
面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、



で
あ
る
。

 
〔
石
〕

 
〔
萬
〕

 
〔
朱
〕

 
〔
墨
〕

 
〔
文
〕

 
〔
蒲
〕

 
〔
柳
〕

 
〔
清
〕

 
〔
梁
〕

 
〔
安
〕

 
〔
濁
〕

 
〔
汲
〕

 
第
1
、

日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

 
 
 
よ

に
身
を
閃
落
す
」

竹
横
斜
。

 
以
上
の
樹
校
か
ら
次
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
先
ず
第
十
齢
「
驚
夢
」
【
飽
老
催
】
、
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
【
川
鴛
瓦
】
三
曲
目

か
ら
す
れ
ば
、
第
1
、
第
皿
、
第
y
峯
は
、
第
∬
塁
と
は
別
系
統
に
厩
す
る
も
の

と
推
定
で
き
る
。
次
に
第
十
齢
「
算
筆
」
【
山
桃
紅
】
直
後
の
白
か
ら
、
第
-
塁

と
第
皿
、
第
皿
、
第
y
璽
を
別
系
統
に
分
か
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
更
に
第
二

十
八
鮪
「
幽
嬉
」
【
宜
春
風
】
、
第
三
十
二
齢
「
冥
誓
」
【
瀬
書
眉
】
か
ら
、
第
皿

婁
は
第
亜
璽
を
襲
っ
た
傍
系
に
蓋
し
、
第
下
塗
と
の
直
裁
の
襲
用
關
係
を
有
さ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

 
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
の
上
梓
の
時
期
は
、
第
-
塁
の
石
林
居
士
刻
本
、
萬

柳
古
裂
が
登
場
し
て
唱
う
【
瀬
書
眉
】
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

書
寺
詣
麗
竹
横
斜
、
驚
雅
閃
落
在
残
影
謝
。

書
關
風
麗
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
肝
癌
紅
謝
。

書
驚
風
叢
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
在
残
紅
樹
。

書
關
風
罷
竹
横
斜
、
続
樹
驚
鴉
月
影
賂
。

書
閲
風
麗
竹
横
斜
、
続
樹
驚
鴉
月
影
貯
。

書
閲
風
罷
竹
横
斜
、
馬
添
驚
鴉
月
影
茶
器
。

書
關
消
消
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
添
原
紅
謝
。

翠
蓋
風
罷
竹
横
斜
、
驚
鴉
補
筆
在
残
老
檜
。

書
協
風
罷
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
在
残
紅
謝
。

書
閲
馬
添
竹
横
斜
、
緊
急
閃
落
蓋
残
紅
謝
。

書
閲
風
罷
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
在
残
紅
謝
。

書
閲
風
梶
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
在
残
紅
謝
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ざ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
て
な

第
y
璽
で
は
「
書
關
に
風
ゆ
ら
ぎ
竹
横
斜
。
驚
め
し
鴉
残
紅
の
樹

 
 
 
に
作
る
け
れ
ど
も
、
第
∬
、
第
皿
璽
は
「
書
關
に
風
ゆ
ら
ぎ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ

樹
を
緯
る
驚
め
し
鴉
 
月
影
は
〔
樹
に
〕
罪
し
」
に
改
め
る
。

一
五
四

暦
聞
刻
本
の
み
が
萬
暦
年
聞
の
刊
行
で
あ
り
、
第
皿
峯
の
朱
墨
套
印
本
は
泰
昌
年

聞
の
、
第
-
塁
の
朱
元
鎭
校
刻
本
、
第
三
葦
の
文
林
閣
刻
本
、
第
皿
璽
の
蒲
水
野

校
刻
本
、
第
W
量
の
柳
浪
館
批
評
本
、
清
暉
閣
批
貼
本
、
安
雅
堂
刻
本
、
詞
壇
笠

艶
本
、
猫
深
居
黙
定
本
、
汲
古
弊
刻
本
は
い
ず
れ
も
天
啓
、
崇
禎
年
聞
の
刊
行
で

あ
る
。

 
曲
白
の
異
同
、
及
び
刊
刻
の
時
期
を
勘
案
す
れ
ば
、
恐
ら
く
第
-
璽
の
石
林
居

士
刻
本
の
系
統
が
最
も
原
初
の
形
態
を
保
つ
版
本
で
あ
り
、
や
や
時
代
が
下
っ
て

第
皿
璽
の
朱
墨
套
印
本
が
別
系
統
の
版
本
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ

る
。
次
い
で
天
啓
、
崇
禎
年
聞
に
至
っ
て
爾
者
を
折
衷
し
た
第
謀
計
の
蒲
水
墨
校

刻
本
の
よ
う
な
傍
系
の
版
本
が
登
場
し
、
最
終
的
に
は
第
皿
眼
の
ご
と
く
基
本
的

に
第
-
璽
に
依
擦
し
な
が
ら
、
第
豆
璽
の
白
を
も
援
用
し
た
版
本
が
完
成
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

 
『
還
魂
記
』
は
絶
大
な
評
論
を
得
て
盛
行
し
た
一
方
式
、
減
想
循
、
漏
夢
龍
、

沈
環
、
呂
玉
器
、
徐
二
戸
、
徐
日
面
な
ど
に
よ
っ
て
改
窟
を
受
け
た
こ
と
は
周
知

の
ご
と
く
で
あ
る
。
彼
ら
は
湯
顯
租
が
曲
律
に
昧
く
、
溶
断
が
案
頭
の
書
に
堕
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
と
い
う
趣
意
か
ら
憂
改
を
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
改
造
と

は
別
に
、
原
作
脚
本
自
髄
、
上
述
の
ご
と
く
明
代
だ
け
で
も
四
系
統
の
『
還
魂

記
』
が
行
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
第
∬
墨
に
は
著
し
い
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

 
で
は
第
二
箪
に
は
何
ゆ
え
に
大
幅
な
特
改
が
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
朱
墨
影
印

本
に
附
さ
れ
る
茅
暎
「
藤
牡
丹
亭
記
」
に
は
編
者
が
湯
顯
祀
と
は
異
な
る
意
圖
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
言
明
す
る
。

 
 
論
者
乃
ち
以
へ
ら
く
［
，
其
の
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
奨
門
を
踏
ま
ず
、
學



 
 
未
だ
音
律
を
窺
は
ず
、
故
郷
の
聞
見
に
黒
し
、
無
節
の
絃
歌
を
按
ず
」
と
。

 
ほ
と
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は

 
 
幾
ど
元
人
の
笑
ふ
所
と
爲
る
、
「
大
だ
作
者
と
遮
る
こ
と
難
か
ら
ず
や
」
と
。

 
 
お
お
む
ね

 
 
大
都
音
有
れ
ば
印
ち
律
有
り
、
律
は
磨
翌
ﾈ
り
、
必
ず
四
聲
に
合
し
、
七
始
に

 
 
中
ら
ば
磨
落
n
め
て
〔
殆
ど
？
〕
説
く
。
志
有
れ
ば
則
ち
僻
有
り
、
曲
は
志
な

 
 
り
、
必
ず
藻
給
な
る
こ
と
生
く
る
が
煤
翌
ｭ
、
餐
笑
事
面
し
て
曲
始
め
て
工
な

 
 
り
。
二
者
固
よ
り
合
す
れ
ば
則
ち
並
び
に
美
し
く
、
離
る
れ
ば
則
ち
雨
つ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
し

 
 
が
ら
傷
つ
く
。
但
だ
其
の
稽
≧
譜
命
せ
ざ
る
を
以
て
途
に
之
を
配
り
、
是
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
さ

 
 
以
て
折
腰
鯖
歯
の
者
の
音
を
攻
む
れ
ば
、
則
ち
夷
光
・
南
威
も
娩
と
す
る
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
足
ら
ず
と
謂
ふ
や
、
吾
 
信
ぜ
与
る
な
り
。

 
先
ず
は
減
家
畜
「
玉
茗
堂
傳
奇
僻
」
の
節
録
に
よ
っ
て
減
改
本
と
は
内
容
を
異

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
呂
天
成
『
曲
品
』
巻
上
「
新
傳
奇
話
」

上
之
上
「
沈
環
・
湯
華
租
評
」
に
附
録
さ
れ
る
「
億
し
能
く
詞
隠
先
生
の
矩
獲

 
 
 
 
め
ぐ

を
守
り
、
運
ら
す
に
清
遠
道
人
の
無
情
を
以
て
す
れ
ば
、
量
に
之
を
合
し
て
箋
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

な
る
者
に
非
ざ
ら
ん
や
」
な
る
原
語
を
襲
用
し
、
曲
律
と
曲
僻
の
讐
全
な
る
べ
き

こ
と
を
読
く
の
で
あ
る
。
更
に
同
書
「
凡
例
」
の
第
二
則
に
は
、
他
の
系
統
と
の

聞
に
異
同
を
生
ぜ
し
め
た
要
因
を
よ
り
具
膿
的
に
示
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
っ

 
 
曲
は
毎
に
債
白
を
以
て
調
べ
を
較
む
る
も
、
奮
本
は
混
生
に
し
て
、
唯
だ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら

 
 
作
者
の
苦
心
を
昧
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
大
い
に
詞
家
の
正
詠
を
失

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

 
 
す
。
今
 
悉
く
髭
篭
先
生
の
『
九
宮
譜
』
に
依
り
て
訂
正
す
。

 
「
蕾
本
」
が
煤
莱
ｽ
な
る
版
本
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
忍
声
の

衣
鉢
を
傳
え
る
呂
天
成
の
言
読
を
掲
げ
る
の
み
な
ら
ず
、
寧
奄
先
生
の
『
九
宮

譜
』
、
す
な
わ
ち
沈
環
の
『
増
定
査
補
南
九
宮
十
三
調
曲
譜
』
(
以
下
『
平
曲
全

 
 
 
 
 
お
 

譜
』
と
差
構
)
に
基
づ
い
て
改
訂
を
施
し
た
と
さ
え
言
う
の
で
あ
る
。

 
沈
環
、
言
意
英
、
號
寧
庵
・
詞
隠
は
臭
江
の
人
で
、
戯
曲
創
作
の
基
本
理
念
に

關
す
る
湯
顯
組
と
の
論
孚
は
萬
暦
の
演
劇
界
を
二
分
野
た
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
と

『
還
魂
記
』
版
本
試
探

り
わ
け
『
南
曲
全
盤
』
な
ど
の
編
纂
に
よ
っ
て
曲
律
に
画
す
る
知
見
を
披
涯
し

て
、
呉
江
派
の
領
袖
と
見
な
さ
れ
、
同
時
代
の
戯
曲
作
家
に
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
た
こ
と
は
徐
復
酢
の
『
曲
論
』
に
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

 
 
沈
早
緑
(
環
)
著
作
は
極
め
て
富
み
、
…
其
の
著
は
す
所
の
『
南
曲
全
譜
』

 
 
『
唱
曲
触
知
』
に
至
り
て
は
、
世
人
浴
襲
の
非
を
訂
し
、
俗
妻
壁
捏
の
腔
を

 
 
戯
り
、
曲
を
作
る
者
を
し
て
其
の
向
激
す
る
所
を
知
ら
し
む
、
咬
然
と
し
て

 
 
詞
林
の
指
南
車
な
り
。
我
が
雲
居
に
循
ひ
て
以
て
式
と
爲
さ
ば
、
庶
幾
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
 

 
 
く
は
失
除
せ
ざ
る
尊
き
の
み
。

 
さ
て
、
朱
墨
套
印
本
が
『
南
曲
全
譜
』
に
依
旨
し
た
と
言
う
校
訂
は
、
實
際
に

は
煤
莱
ｽ
な
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
前
節
に
お
い
て
例
示
し
た
、
第
皿
璽
の

當
該
箇
所
に
つ
い
て
閲
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
第
十
齢
「
驚
夢
」
【
飽
越
階
】
の
末
尾
二
句
は
、
第
皿
璽
で
は
「
野
晒
酎
春
灯

忽
不
留
懸
、
花
立
砕
紅
煤
蘭
＠
」
に
作
り
、
「
他
」
「
急
」
の
二
字
は
墨
字
で
あ
る
。

『
七
曲
全
手
』
巻
十
四
「
黄
鐘
三
曲
」
の
條
に
は
、
『
琵
琶
記
』
第
二
十
齢
「
強
就

鶯
鳳
」
の
同
断
が
例
示
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
の
「
卒
卒
去
上
覧
準
入
、
上
野
上
智

卒
入
」
か
ら
成
る
「
七
字
、
六
字
」
の
二
塁
は
、
卒
灰
に
こ
そ
相
異
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
唐
詞
璽
に
同
一
で
あ
る
。

 
 
意
深
愛
篤
、
文
章
富
貴
珠
萬
斜
、
天
激
艶
望
事
春
野
、
似
蝶
懸
花
、
鳳
棲

 
 
梧
、
三
論
竹
、
男
児
散
書
須
勤
讃
、
書
中
自
有
高
金
屋
、
也
自
有
千
鐘
粟
、

 
第
十
二
駒
【
川
嬢
樟
】
三
曲
目
冒
頭
の
二
句
は
、
第
皿
璽
で
は
「
我
幾
度
俳
徊

口
艶
言
、
試
聴
哺
聲
春
暮
天
」
に
作
り
、
「
我
」
は
襯
字
で
あ
る
。
『
南
曲
証
言
』

巻
二
十
「
仙
呂
入
墨
調
過
曲
」
の
條
に
は
『
琵
琶
記
』
第
五
齢
「
南
浦
鑑
別
」
の

同
曲
が
例
示
さ
れ
、
そ
の
【
前
腔
(
行
頭
)
】
冒
頭
の
二
句
は
「
上
上
卒
準
置
去

卒
、
番
卒
倉
卒
卒
去
卒
」
の
「
七
字
、
七
字
置
か
ら
成
り
、
卒
灰
に
こ
そ
若
干
の

異
同
が
存
す
る
も
の
の
、
第
三
璽
に
同
じ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五
五



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

 
 
監
置
埋
冤
急
番
言
、
我
的
一
身
難
上
平
、
像
寧
可
將
我
上
気
冤
、
伽
寧
可
將

 
 
我
來
埋
冤
、
莫
將
我
釜
娘
冷
着
、

 
ま
た
第
二
十
八
齢
「
良
農
」
【
宜
春
望
】
の
冒
頭
か
ら
四
句
目
ま
で
は
、
菊
皿

藁
で
は
「
斜
陽
外
芳
草
涯
、
溜
秋
波
掩
花
陰
是
哨
、
豊
年
二
八
、
運
星
只
土
釜
和

嬌
」
に
作
り
、
「
掩
」
は
襯
字
で
あ
る
。
『
南
曲
全
譜
』
巻
十
二
「
南
呂
過
曲
」
の

條
に
も
『
琵
琶
記
』
第
四
齢
「
票
公
逼
試
」
の
同
曲
が
採
ら
れ
て
お
り
、
次
に
示

す
よ
う
に
冒
頭
の
「
準
卒
入
去
去
卒
、
軽
卒
斜
里
卒
去
卒
、
入
李
卒
上
、
去
卒
卒

去
亭
卒
上
」
か
ら
成
る
「
六
字
、
七
字
、
四
字
、
七
字
」
の
四
句
は
、
黒
灰
に
は

多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
第
皿
塁
に
同
様
で
あ
る
。

 
 
錐
然
讃
萬
巻
書
、
論
功
名
非
吾
意
見
、
只
母
親
老
、
夢
魂
不
画
聖
聞
裏
、
便

 
 
教
我
倣
到
九
棘
三
野
、
悠
玄
海
萱
花
椿
樹
、
劇
壇
衷
腸
、
一
黙
孝
心
封
着
誰

 
 
語
、

 
第
三
十
二
鮪
「
冥
誓
」
【
獺
書
眉
】
の
冒
頭
二
尊
は
、
平
皿
藁
で
は
「
書
關
風

麗
竹
横
斜
、
続
樹
驚
鴉
月
影
蘇
」
に
作
る
。
『
南
曲
全
譜
』
巻
十
二
「
南
呂
平
曲
」

の
條
に
お
い
て
も
『
琵
琶
記
』
第
二
十
二
齢
「
琴
訴
荷
池
」
の
同
風
二
曲
目
が
示

さ
れ
、
二
句
目
の
襯
字
「
似
」
を
除
く
「
去
入
拳
壁
上
牢
李
、
倉
入
画
質
卒
去

入
」
の
「
七
字
、
七
字
」
か
ら
成
る
二
句
は
、
卒
灰
に
少
し
く
異
同
が
存
す
る
も

の
の
、
第
皿
璽
に
合
致
す
る
。

 
 
頓
施
鯨
音
轄
愁
煩
、
似
寡
鵠
孤
質
素
断
猿
、
又
書
写
鳳
乍
離
轡
…
、
只
見
殺
聲

 
 
在
寒
中
見
、
敢
只
是
蟷
螂
來
捕
蝉
、

 
以
上
の
よ
う
に
、
第
皿
璽
は
茅
暎
の
所
説
の
ご
と
く
『
南
曲
筆
譜
』
に
よ
っ
て
校

訂
さ
れ
て
お
り
、
沈
環
の
主
張
に
沿
っ
て
、
曲
律
に
固
執
し
、
恣
意
的
に
曲
僻
の
憂

改
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
原
作
の
完
全
な
三
陸
で
は
な
い
た
め
、

卒
灰
は
『
南
曲
全
譜
』
に
は
一
致
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
い
ず
れ
も
湯
顯
租
濁
自
の

華
麗
な
曲
僻
に
比
し
て
大
そ
う
風
趣
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五
六

 
因
に
、
沈
環
に
よ
る
『
還
魂
記
』
の
広
本
『
同
夢
記
』
は
、
彼
の
僅
で
あ
る
沈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

自
習
『
廣
澤
詞
隠
先
生
南
九
宮
十
三
調
詞
譜
』
「
古
今
入
譜
詞
曲
話
劇
総
目
」
に

「
詞
隠
先
生
未
刻
稿
、
部
串
本
『
牡
丹
亭
』
改
本
」
と
著
録
さ
れ
、
同
書
巻
十
六
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

巻
二
十
二
に
逸
曲
が
二
隻
遺
さ
れ
る
け
れ
ど
も
第
夕
霜
と
は
異
な
る
。

 
さ
て
、
こ
う
し
た
憂
改
を
施
し
た
版
本
が
存
す
る
の
は
、
王
膜
徳
の
『
曲
律
』

巻
四
「
雑
論
第
三
十
九
下
」
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曲
律
を
墨
守
す
る
か
否
か
、

と
い
う
戯
曲
創
作
に
際
す
る
根
本
的
な
態
度
の
相
違
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。

 
 
臨
川
の
耳
蝉
に
於
け
る
、
故
よ
り
自
ら
出
炭
。
呉
江
は
磨
翌
�
轤
閧
ﾄ
、
三
尺

 
 
に
斤
斤
た
り
。
一
字
も
律
に
乖
か
し
む
る
を
欲
せ
ず
、
産
れ
ど
も
毫
鋒
 
殊

 
 
に
拙
な
り
。
臨
川
は
趣
を
尚
び
、
直
だ
是
れ
横
行
、
組
織
の
工
、
幾
ど
天
孫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

 
 
と
巧
を
事
ふ
。
躍
れ
ど
も
屈
曲
整
牙
、
多
く
歌
ふ
者
を
し
て
舌
を
跡
ま
し

 
 
む
。
呉
江
 
嘗
て
謂
ふ
、
「
寧
ろ
律
に
協
ひ
て
工
な
ら
ず
、
之
を
讃
み
て
句

 
 
を
成
さ
ざ
る
も
、
而
も
之
を
謳
ひ
て
始
め
て
協
ふ
、
趨
れ
曲
筆
の
至
巧
な

 
 
り
」
施
・

 
か
か
る
動
向
を
承
け
て
、
演
劇
界
は
『
謡
曲
全
戸
』
の
公
刊
に
よ
っ
て
沈
環
の

 
 
 
 
 
 
あ
 

率
土
に
風
靡
し
、
か
く
し
て
第
皿
藁
の
ご
と
き
瀬
戸
が
現
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ

る
。 

湯
顯
祀
は
こ
う
し
た
趨
勢
に
乗
じ
た
自
作
の
改
訂
を
首
肯
し
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
。
「
答
雛
型
居
」
(
『
玉
筆
堂
全
集
』
・
尺
版
・
三
)
は
、
曲
律
を
重
ん
ず
る
沈

環
な
ど
の
呉
江
派
に
封
ず
る
反
駁
で
貫
か
れ
て
お
り
、
曲
律
よ
り
も
曲
意
を
重
覗

す
る
湯
里
租
の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
冒
頭
か
ら
沈
環
の
『
七
曲
年
譜
』
な
ど
の
曲
譜
の
弊
を
強
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は

 
 
曲
譜
の
諸
刻
は
、
其
の
論
 
良
に
快
し
。
久
し
く
之
を
玩
べ
ば
、
大
だ
し
く

 
 
 
さ
と

 
 
は
了
る
に
非
ざ
ら
ん
と
要
す
る
者
な
り
。
『
荘
子
』
に
云
ふ
、
「
彼
 
漉
く
ん

 
 
ぞ
禮
の
意
を
知
ら
ん
や
」
と
。
此
も
亦
た
安
く
ん
ぞ
曲
の
意
を
知
ら
ん
や
。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ

 
 
其
の
各
曲
の
落
韻
の
塵
を
辮
ず
る
は
、
轟
ぽ
亦
た
了
し
易
し
。

 
事
態
、
『
中
原
音
韻
』
の
撰
者
寡
徳
清
は
雑
劇
作
家
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
る
鄭

徳
輝
や
馬
子
遠
に
、
『
樂
府
指
迷
』
の
撰
者
沈
義
父
は
詞
人
と
し
て
名
言
の
高
い

黄
昇
や
張
炎
に
比
肩
す
べ
く
も
な
い
こ
と
を
失
点
す
る
。

 
 
周
期
碕
は
『
中
原
韻
』
を
作
る
、
為
れ
ど
も
伯
埼
は
伯
輝
・
致
遠
の
中
に
於

 
 
い
て
詞
名
無
し
。
沈
伯
時
は
樂
府
の
迷
を
指
す
、
而
れ
ど
も
多
時
は
花
篭
・

 
 
玉
林
の
聞
に
於
い
て
詞
手
に
非
ず
。
詞
の
詞
至
る
、
九
番
尊
墨
の
み
な
ら
ん

 
 
や
。

 
更
に
曲
譜
に
お
い
て
は
用
例
の
充
分
な
読
明
を
凄
き
、
し
か
も
曲
僻
の
選
揮
が

極
め
て
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
を
難
ず
る
。

 
 
且
つ
引
く
所
の
腔
謹
、
「
未
だ
何
の
調
に
出
で
何
の
調
を
犯
す
か
を
知
ら
ず
」

 
 
と
云
は
ず
、
則
ち
云
ふ
、
「
又
一
膿
、
又
一
禮
」
と
。
彼
の
引
く
所
の
曲
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
し
い
ま
ま

 
 
未
だ
十
に
満
た
ず
、
然
も
巳
に
是
の
煤
翌
ｵ
。
復
た
良
く
ん
ぞ
能
く
縦
に
観

 
 
て
其
の
字
句
音
韻
を
定
め
し
こ
と
あ
ら
ん
や
。

 
か
く
し
て
、
曲
律
に
拘
泥
す
れ
ぽ
曲
意
を
輕
ん
ず
る
結
果
を
二
二
す
る
こ
と
を

指
弾
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど
こ
ほ

 
 
弟
 
此
に
在
り
て
自
ら
謂
へ
ら
く
、
「
曲
の
意
を
知
る
者
は
、
筆
蘇
り
て

 
 
暴
落
つ
る
こ
と
、
時
時
之
有
り
、
正
に
天
下
の
人
の
竪
子
を
拗
折
す
る
を
妨

 
 
 
 
 
 
ド
 

 
 
げ
ず
」
と
。

 
こ
の
よ
う
に
戯
曲
創
作
に
際
す
る
曲
律
重
硯
の
當
否
に
断
を
下
す
も
の
と
は
異

な
り
、
「
答
凌
初
成
」
(
同
・
尺
憤
・
四
)
は
『
還
魂
記
』
の
改
訂
に
つ
い
て
直
裁
に

言
及
し
て
い
る
。

 
 
不
俵
の
『
牡
丹
駁
説
』
、
大
い
に
呂
玉
縄
の
率
由
を
置
く
。
云
ふ
「
呉
歌
に

 
 
 
 
 
 
れ
 

 
 
便
す
」
と
。

 
ま
た
「
與
宜
伶
羅
章
二
」
(
同
・
同
・
六
)
に
も
自
作
改
訂
を
輕
侮
す
る
。

『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の

 
 
『
牡
丹
亭
記
』
は
我
が
原
本
に
依
る
を
要
し
、
其
れ
喪
家
の
改
め
し
的
は
、

 
 
切
に
從
ふ
可
か
ら
ず
。
曲
れ
一
二
字
を
暴
騰
し
て
以
て
俗
唱
に
便
す
と
難

 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 

 
 
も
、
却
っ
て
我
が
原
と
滴
り
し
的
と
意
趣
大
い
に
同
じ
か
ら
ず
。

 
湯
顯
租
は
、
こ
の
二
篇
に
示
し
て
い
る
呂
玉
縄
本
人
、
す
な
わ
ち
呂
天
成
の
父

親
で
韓
胤
昌
、
字
麟
趾
、
號
晋
山
に
致
し
た
「
答
呂
畠
山
」
(
同
.
 
同
.
 
四
)
に
お

い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
 
忙
中
よ
り
寄
せ
ら
れ
し
曲
論
は
良
に
是
な
り
。
「
曲
を
唱
ふ
に
は
當
に
知
る

 
 
べ
き
も
、
曲
を
作
る
に
は
壷
く
は
當
に
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
、
此
の
語

 
 
は
大
い
に
軒
領
す
可
し
。
凡
そ
文
は
意
趣
神
色
を
以
て
主
と
請
す
。
四
者
到

 
 
る
時
、
或
い
は
麗
詞
俊
音
の
用
ふ
濃
き
有
り
。
爾
の
時
 
能
く
一
一
九
宮
町

 
 
聲
を
顧
み
る
や
否
や
。
煤
翌
ｵ
必
ず
字
を
按
じ
聲
を
摸
さ
ぼ
、
帥
ち
窒
滞
遊
洩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

 
 
の
苦
有
り
、
恐
ら
く
は
句
を
成
す
能
は
ざ
ら
ん
。

 
前
掲
の
孫
侯
居
へ
の
尺
腰
と
同
じ
く
、
沈
環
の
『
南
曲
全
篇
』
な
ど
の
作
曲
時

に
お
け
る
援
用
に
つ
い
て
は
極
め
て
否
定
的
で
あ
る
。
因
に
『
南
曲
墨
譜
』
は
萬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

暦
三
十
四
年
(
一
六
〇
六
)
に
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
尺
憤
は
そ
の
前
後

に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 

 
王
膜
徳
は
呂
胤
昌
が
沈
環
の
黒
本
を
湯
顯
祀
の
も
と
に
齎
し
た
と
言
う
け
れ
ど

も
、
先
の
二
篇
の
尺
憤
に
お
い
て
、
湯
顯
租
が
呂
胤
昌
の
改
本
は
「
呉
歌
」
「
俗

唱
」
に
便
す
る
べ
く
「
一
二
字
を
増
減
」
し
て
い
る
と
言
明
し
、
そ
の
呂
胤
昌
に

宛
て
た
尺
憤
に
沈
環
の
圭
張
に
思
う
こ
と
の
非
を
撞
く
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
呂
胤

昌
が
『
南
曲
全
譜
』
に
基
づ
い
て
攣
改
を
施
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に

言
う
な
ら
ぽ
、
『
南
曲
全
譜
』
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
第
五
塁
、
と
り
わ
け
泰
昌

聞
の
刊
刻
に
係
る
朱
墨
套
印
本
は
呂
胤
昌
の
改
革
、
あ
る
い
は
そ
の
系
列
に
連
な

る
も
の
と
し
て
茅
元
儀
、
茅
暎
の
手
を
経
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ

る
。

一
五
七



 
 
 
 
 
 
 
日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

 
『
還
魂
記
』
は
次
い
で
第
皿
璽
の
傍
系
で
あ
る
第
皿
璽
の
出
現
を
も
見
る
が
、

最
絡
的
に
は
第
y
婁
の
形
で
定
着
す
る
。
清
暉
閣
批
黙
本
の
三
三
「
湯
義
傍
先
生

還
魂
記
凡
例
」
第
一
則
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
 
是
の
刻
 
悉
く
玉
串
堂
の
原
本
に
遵
ふ
。
聞
k
冊
改
有
れ
ど
も
、
 
労
に
音
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

 
 
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
額
に
標
は
す
。
山
陰
の
解
牛
に
屑
す
と
錐
も
、
亦
た

 
 
臨
川
の
存
意
と
爲
ら
ん
。
凡
そ
時
本
は
或
い
は
校
離
を
疏
ん
ず
。
柳
浪
館
の

 
 
煤
翌
ｵ
。
或
い
は
謬
ち
て
増
減
を
爲
す
。
減
臭
興
・
欝
藍
玉
の
二
種
の
煤
翌
ｵ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
 
皆
な
臨
川
の
仇
な
り
。

 
「
校
雛
を
疏
」
ん
じ
た
柳
浪
館
批
評
本
、
妄
改
を
施
し
た
減
益
循
な
ど
の
宮
本

と
い
っ
た
「
時
本
」
を
退
け
、
憂
改
は
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
「
玉
藻
堂
の
原

本
」
、
す
な
わ
ち
第
-
婁
の
ご
と
き
古
い
形
態
へ
の
同
齢
を
指
向
し
た
と
言
う
の

で
あ
る
。

 
ま
た
詞
壇
讐
艶
本
に
附
さ
れ
る
甲
声
卿
「
凡
例
六
則
」
の
第
二
則
に
は
次
の
よ

う
に
言
う
。

 
 
『
還
魂
記
』
に
は
則
ち
追
琢
齋
本
有
り
、
曲
譜
に
譜
は
ざ
る
を
以
て
、
謬
ち

 
 
て
増
減
を
会
す
。
離
離
館
本
は
、
優
伶
に
便
せ
ざ
る
に
因
り
て
、
恣
意
勾
蔓

 
 
す
。
其
の
最
も
痛
恨
す
可
き
者
は
閾
刻
に
煤
翌
ｭ
は
無
し
。
眞
の
記
を
留
め
ん

 
 
と
て
、
其
の
本
來
の
面
目
を
併
せ
て
之
を
易
ふ
。
臨
川
に
塞
有
ら
ぽ
、
能
く

 
 
 
 
 
 
う
ば

 
 
其
の
暁
を
號
は
ざ
ら
ん
や
。
薙
の
刻
 
悉
く
豊
本
を
潤
翌
ﾆ
す
。
印
ち
介
白
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
 

 
 
聞
、
或
い
は
一
二
字
を
更
蔑
す
。

 
第
皿
葦
を
指
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
「
追
琢
農
本
」
、
減
愁
循
の
軽
士
を
意
味

す
る
「
離
轟
館
本
」
が
「
閾
刻
」
の
よ
う
に
原
作
の
本
來
の
面
目
を
と
ど
め
ず
妄

改
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
難
じ
、
「
二
本
」
に
宏
量
し
た
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
奮
本
」
と
は
、
あ
る
い
は
第
-
璽
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
も
あ
れ
、
『
還
魂
記
』
は
原
初
の
形
態
に
若
干
の
増
訂

を
施
し
な
が
ら
、
第
y
藁
と
い
う
新
た
な
形
に
定
着
し
た
。

五

一
五
八

 
前
節
に
掲
げ
た
よ
う
な
脚
本
の
全
容
を
輯
録
す
る
版
本
と
は
別
に
、
明
清
爾
代

に
は
戯
曲
の
散
齢
、
弦
索
の
み
を
輯
め
た
戯
曲
選
本
が
敷
多
く
上
梓
さ
れ
た
こ
と

は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戯
曲
手
本
に
輯
録
さ
れ
る
『
還
魂
記
』
は

煤
酪
繧
ﾌ
脚
本
分
化
と
煤
莱
ｽ
な
る
關
係
を
有
す
る
の
か
。

 
『
還
魂
記
』
の
散
酌
、
散
套
は
以
下
の
十
二
種
の
戯
曲
選
本
に
輯
録
さ
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
(
〔
〕
は
語
漏
)
。

○
許
宇
翠
玉
『
詞
林
逸
響
』
、
天
啓
三
年
(
一
六
二
三
)
葦
錦
堂
刻
本
。
 
〔
逸
〕

 
・
月
巻
「
驚
夢
」
(
第
十
齢
「
驚
夢
」
)

 
・
月
巻
「
尋
夢
」
(
第
十
二
鮪
「
尋
夢
」
)

○
沖
和
居
士
選
『
新
鏑
弓
削
黙
板
迎
春
錦
』
、
崇
禎
聞
刻
本
。

 
・
幽
期
窟
照
禮
集
「
驚
夢
」
(
第
十
駒
「
驚
夢
」
)

 
・
名
流
清
劇
射
集
「
尋
夢
」
(
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
)

 
・
名
流
清
劇
射
集
「
幽
會
(
幽
購
)
」
(
第
二
十
八
齢
「
幽
購
」
)

○
蝉
騒
居
士
選
『
纏
頭
百
練
二
集
』
、
崇
頼
三
年
(
＝
ハ
一
二
〇
)
刻
本
。

 
・
元
狐
腋
革
巻
「
存
眞
」
(
第
十
四
鮪
「
爲
眞
」
)

 
・
元
狐
腋
射
巻
「
冥
誓
」
(
第
三
十
二
駒
「
冥
誓
」
)

 
・
鐵
緯
板
御
巻
「
硬
拷
」
(
第
五
十
三
齢
「
諸
語
」
)

○
凌
虚
子
輯
『
月
露
音
』
、
萬
暦
聞
刻
本
。

 
・
呼
量
・
暴
言
「
驚
夢
」
(
第
十
駒
「
驚
夢
」
)

 
・
七
二
・
騒
集
「
尋
夢
」
(
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
)

 
・
巻
三
・
憤
集
「
篤
眞
」
(
第
十
四
齢
「
窩
眞
」
)

 
・
巻
三
・
憤
集
「
岡
瘍
」
(
第
二
十
鮪
「
岡
麓
」
)

〔
恰
〕

〔
纏
〕

〔
月
〕



 
・
巻
二
・
一
騒
～
集
「
玩
眞
」
 
(
笛
秩
欄
�
¥
山
ハ
餉
…
「
玩
眞
」
)

 
・
巻
三
・
憤
集
「
魂
遊
」
(
第
二
十
七
齢
「
田
遊
」
)

 
・
巻
二
・
騒
集
「
幽
購
」
(
第
二
十
八
駒
「
幽
購
」
)

 
・
巻
一
・
荘
集
「
硬
拷
」
(
第
五
十
三
鮪
「
硬
…
拷
」
)

○
止
雲
居
士
選
輯
・
白
雲
山
人
校
黙
『
新
晶
出
像
野
板
北
調
萬
墾
清
音
』
、
天
啓

 
四
年
(
一
六
二
四
)
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
堅
〕

 
・
巻
之
八
「
冥
剣
還
魂
」
(
第
二
十
三
齢
「
冥
到
」
)

○
宛
喩
子
手
定
『
新
刻
出
像
黙
板
増
訂
覇
府
珊
珊
集
』
、
明
末
刻
本
。
 
 
〔
珊
〕

 
.
 
巻
之
四
・
信
集
「
言
懐
」
(
第
二
勧
「
言
懐
」
)

○
鋤
蘭
忍
人
撰
輯
・
媚
花
香
史
批
評
『
新
曲
繍
寸
評
黙
玄
雪
譜
』
、
明
盲
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
玄
〕

 
。
巻
二
「
自
叙
」
(
第
二
鮪
「
言
値
」
)

 
・
巻
二
「
驚
夢
」
(
第
十
鮪
「
自
尽
」
)

 
・
巻
二
「
尋
夢
」
(
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
)

 
.
 
巻
二
「
幽
激
」
(
第
二
十
八
駒
「
幽
購
」
)

 
・
八
二
「
吊
拷
」
(
第
五
十
三
勧
「
硬
拷
」
)

○
逡
月
主
人
彙
輯
『
來
鳳
館
精
選
古
今
傳
奇
』
、
順
治
四
年
(
一
六
四
七
)
刻
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
鳳
〕

 
・
二
集
下
・
風
懐
集
「
驚
夢
」
(
原
敏
)
(
第
十
齢
「
驚
夢
」
)

 
.
 
二
集
下
・
風
懐
集
「
尋
夢
」
(
参
堂
)
(
第
十
二
勧
「
尋
夢
」
)

 
・
二
集
下
・
風
懐
集
「
幽
歓
」
(
原
鋏
)
(
第
二
十
八
齢
「
幽
嬬
」
)

○
青
漢
菰
藍
釣
翌
編
『
新
刻
出
像
鮎
板
時
尚
箆
腔
雑
曲
酔
七
情
』
、
清
覧
古
呉
致

 
和
堂
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
酔
〕

 
.
 
巻
三
「
入
夢
」
(
第
十
齢
「
驚
夢
」
)

 
.
 
巻
三
「
尋
夢
」
(
第
十
二
鮪
「
尋
夢
」
)

 
 
 
 
 
 
 
『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
・
巻
三
「
冥
剣
」
(
第
二
十
三
齢
「
冥
到
」
)

 
・
巻
三
「
拾
書
」
(
第
二
十
四
齢
「
下
書
」
)

○
銭
徳
蒼
輯
『
綴
白
裏
』
、
乾
隆
二
十
九
年
(
一
七
六
四
)
至
三
十
九
年

 
四
)
金
閲
寳
仁
堂
刻
本
。

 
・
五
拾
「
勧
農
」
(
第
八
勧
「
勧
農
」
)

 
・
四
編
「
學
堂
」
(
第
九
齢
「
粛
苑
」
・
第
七
齢
「
閨
塾
」
)

 
・
四
編
「
遊
園
」
「
驚
夢
」
(
第
十
齢
「
驚
夢
」
)

 
・
四
編
「
尋
夢
」
(
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
)

 
・
十
二
編
「
離
魂
」
(
第
二
十
齢
「
岡
三
」
)

 
・
初
編
「
冥
到
」
(
第
二
十
三
齢
「
冥
剣
」
)

 
・
初
編
「
拾
書
」
(
第
二
十
四
駒
「
拾
書
」
)

 
・
初
編
「
叫
童
且
」
 
(
第
二
十
山
ハ
鮪
剛
「
玩
眞
」
)

 
・
十
二
編
「
問
路
」
(
第
四
十
齢
「
白
塗
」
)

 
・
十
二
編
「
弔
打
」
(
第
五
十
三
齢
「
硬
拷
」
)

 
・
四
編
「
圓
駕
」
(
第
五
十
五
勧
「
圓
駕
」
)

○
闘
名
編
・
王
縫
善
補
離
『
審
音
堕
語
録
』
、
道
光
十
四
年
(
一
八
三
四
)

・
「
勧
農
」
(
第
八
駒
「
勧
農
」
)

・
「
學
堂
」
(
第
九
齢
「
粛
苑
」
・
第
七
鮪
「
閨
塾
」
)

・
「
遊
園
」
「
驚
夢
」
(
第
十
酌
「
驚
夢
」
)

・
「
尋
夢
」
(
第
十
二
齢
「
二
黒
」
)

・
「
離
魂
」
(
第
二
十
齢
「
岡
蕩
」
)

・
「
冥
到
」
(
第
二
十
三
酌
「
冥
剣
」
)

・
「
弔
打
」
(
第
五
十
三
齢
「
硬
拷
」
)

・
「
圓
駕
」
(
第
五
十
五
齢
「
圓
駕
」
)

一
五
九

(
一

ｵ
七

〔
綴
〕

刻
本
。

〔
審
〕



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

○
閾
名
編
『
七
種
曲
』
、
清
刻
本
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
種
〕

 
・
「
勧
農
」
(
第
八
齢
「
勧
農
」
)

 
・
「
七
堂
」
(
第
九
翻
「
粛
苑
」
・
第
七
齢
「
閨
塾
」
)

 
・
「
遊
園
」
「
驚
夢
」
(
第
十
齢
「
驚
夢
」
)

 
・
「
三
遍
」
(
第
十
二
齢
「
凶
夢
」
)

 
・
「
離
魂
」
(
第
二
十
駒
「
細
雪
」
)

 
・
「
冥
到
」
(
第
二
十
三
駒
「
冥
剣
」
)

 
上
掲
の
選
本
は
輯
録
さ
れ
る
散
齢
、
散
套
が
行
わ
れ
た
時
代
と
傳
播
し
た
地
域

に
よ
っ
て
、
明
代
前
牛
期
以
降
、
呉
地
方
に
流
着
し
た
呉
本
系
の
『
詞
林
逸
響
』

『
恰
春
錦
』
『
纏
頭
百
様
二
集
』
、
明
代
中
期
表
意
、
南
京
に
流
零
し
た
京
本
系
の

『
月
露
音
』
『
三
雲
清
音
』
『
樂
府
珊
珊
集
』
『
玄
雪
譜
』
『
古
今
傳
奇
』
、
明
末
以
降

に
藩
王
を
混
入
し
呉
地
方
に
流
噂
し
た
蘇
白
演
出
本
系
の
『
酔
薄
情
』
『
綴
白
裏
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
審
音
監
古
録
』
『
七
種
曲
』
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 
こ
こ
で
も
前
節
に
お
い
て
原
作
脚
本
の
封
校
を
行
っ
た
際
に
例
示
し
た
箇
所
と

同
じ
曲
白
に
つ
い
て
見
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
先
ず
原
作
第
十
齢
「
驚
夢
」
【
飽
老
催
】
曲
の
末
尾
二
句
は
、
同
齢
を
輯
録
す

る
『
詞
林
逸
響
』
『
恰
春
錦
』
『
月
露
音
』
『
玄
雪
譜
』
『
酔
夢
情
』
『
綴
白
装
』
『
審

音
肇
語
録
』
『
七
種
曲
』
の
い
ず
れ
も
「
他
領
愚
論
透
戸
忽
留
連
、
拮
花
閃
砕
的

紅
煤
藍
ﾐ
」
に
作
り
、
第
1
、
第
皿
、
第
W
璽
と
同
様
で
あ
る
。

 
同
駒
【
山
桃
紅
】
直
後
の
生
(
柳
夢
梅
)
の
白
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
尚
、

『
詞
林
逸
響
』
『
月
露
音
』
は
散
套
で
あ
り
、
白
は
輯
録
さ
れ
な
い
。

 
〔
恰
〕
 
姐
姐
、
伽
十
分
遅
息
、
華
華
來
礁
像
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去
巫

 
 
山
一
片
雲
。

 
〔
玄
〕
 
姐
姐
、
伽
弔
十
分
將
息
、
我
再
來
礁
祢
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去

 
 
巫
山
一
片
雲
。

一
六
〇

〔
酔
〕
 
像
可
十
分
將
息
、
我
再
來
膿
像
那
。
行
來
春
色
三
分
雨
、
睡
去
巫
山
一

 
 
片
雲
。

 
〔
綴
〕
 
［
小
生
］
正
是
、
行
來
春
色
三
分
雨
。
［
旦
］
秀
才
。
［
小
生
］
在
。
妙

 
 
阿
、
睡
去
巫
山
一
片
雲
。

 
〔
審
〕
 
［
生
］
姐
姐
、
像
好
十
分
將
息
、
我
再
來
二
野
。
行
來
春
色
三
分
雨
。

 
 
［
且
腿
眼
看
科
］
秀
才
。
［
生
］
妙
、
睡
臥
巫
山
一
片
雲
。

 
〔
種
〕
 
［
生
］
姐
姐
、
像
好
十
分
將
息
、
弘
誓
二
野
伽
。
行
動
春
色
三
分
雨
。

 
 
［
旦
野
臥
看
科
］
秀
才
。
［
生
］
妙
、
乱
民
巫
山
一
片
雲
。

 
『
恰
春
雪
』
は
第
皿
、
第
皿
塁
に
、
『
耐
雪
譜
』
『
酔
恰
情
』
は
第
皿
璽
に
同
様

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
綴
白
裏
』
以
降
の
選
民
で
は
、
原
作
脚
本
、
言
託
の
監
本

の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
ぬ
新
た
な
白
が
増
訂
さ
れ
冗
長
に
な
る
。

 
例
え
ば
『
号
音
肇
古
録
』
に
は
杜
麗
娘
に
よ
る
新
た
な
爽
白
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。 

 
小
生
(
柳
夢
梅
)
“
お
嬢
さ
ん
、
ど
う
か
ゆ
っ
く
り
お
休
み
下
さ
い
、
私
は
も

 
 
 
う
一
度
滲
り
ま
す
。
「
行
來
す
 
春
色
三
分
の
雨
」
。

 
 
且
(
杜
麗
娘
)
〔
眼
を
細
め
て
看
る
〕
”
秀
才
様
。

 
 
小
生
”
素
晴
ら
し
い
、
「
睡
去
す
 
巫
山
一
片
の
雲
」
。

 
第
十
二
駒
「
舞
茸
」
【
川
嬢
捧
】
三
曲
目
は
次
の
よ
う
に
二
系
統
に
分
類
で
ぎ

る
。

 
〔
逸
〕
 
爲
我
慢
節
単
子
留
連
、
聴
群
議
煤
雷
ﾑ
春
暮
天
。

〔
恰
〕

〔
月
〕

〔
玄
〕

〔
綴
〕

〔
審
〕

我
幾
度
俳
三
口
断
言
、
試
聴
帰
塁
春
暮
天
。

爲
我
慢
齢
落
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
覧
軏
?
體
V
。

爲
我
慢
蹄
休
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
嵐
繒
t
暮
天
。

幾
度
俳
懸
口
瀬
言
、
聴
這
不
煤
乱
ﾟ
春
暮
天
。

爲
我
慢
婦
休
款
留
連
、
難
、
聴
這
不
煤
覧
ﾙ
春
暮
天
。



 
〔
種
〕
 
爲
我
慢
宇
戸
款
留
連
、
聴
、
聴
這
不
煤
覧
譓
t
暮
天
。

 
『
詞
林
逸
響
』
『
月
露
音
』
『
疑
雲
譜
』
『
審
音
馬
漕
録
』
『
七
種
曲
』
は
第
1
、

第
二
、
第
W
璽
に
、
『
魚
倉
錦
』
『
綴
白
装
』
は
第
∬
墨
の
曲
僻
を
襲
っ
て
い
る
。

尚
、
『
酔
恰
情
』
に
は
こ
の
曲
は
輯
録
さ
れ
て
い
な
い
。

 
第
二
十
八
齢
「
幽
購
」
【
宜
春
令
】
も
二
系
統
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 
〔
恰
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
溜
秋
波
掩
花
陰
是
哨
。
奴
年
二
八
、
伶
打
只
有
参
和

 
 
媚
。

 
〔
月
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
的
参
嬌
。
奴
年
二
八
、
没
包
弾
風
藏

 
 
葉
裏
花
。

 
〔
玄
〕
 
斜
陽
外
芳
草
涯
、
再
無
人
有
伶
仔
的
釜
嬬
。
奴
年
二
八
、
薦
包
弾
風
下

 
 
葉
裡
花
。

 
『
月
露
音
』
『
玄
雲
譜
』
は
第
1
、
第
W
華
に
、
『
恰
春
錦
』
は
第
巫
量
の
曲
群

に
擦
っ
て
い
る
。

 
第
三
十
二
齢
「
熱
雷
」
は
、
『
纏
頭
百
練
二
集
』
の
み
に
輯
録
さ
れ
、
【
獺
書

眉
】
は
第
1
、
第
皿
、
第
W
璽
同
様
に
「
書
計
量
罷
竹
横
斜
、
驚
鴉
閃
落
在
残
紅

謝
」
に
作
っ
て
い
る
。

 
戯
曲
脚
本
は
時
代
の
推
移
と
と
も
に
地
方
へ
と
戯
言
、
分
化
し
、
選
本
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
備
え
、
観
客
層
に
相
恋
し
い
内
容
へ
と
憂
話
し
て
ゆ
く
。

明
末
の
天
啓
・
崇
績
聞
に
お
い
て
原
作
脚
本
は
第
y
箪
の
形
で
定
着
し
た
こ
と
を

承
け
て
、
明
方
の
戯
曲
見
本
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
散
酌
、
散
套
も
基
本
的
に

は
第
y
璽
を
原
擦
と
し
た
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
唯
一
、
『
恰
二
戸
』

が
同
時
代
の
他
の
選
本
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
該
書
が
串
本
系
の
選
本
で
あ
る

こ
と
か
ら
呉
興
で
行
わ
れ
た
朱
墨
套
印
本
を
底
本
と
し
て
直
戴
に
用
い
た
た
め
か

と
も
思
わ
れ
る
。
一
方
、
清
初
に
古
呉
で
上
梓
さ
れ
た
『
酔
恰
情
』
、
乾
隆
期
に

金
閻
で
刊
刻
さ
れ
た
『
綴
白
裏
』
、
道
光
期
に
北
京
か
ら
江
南
に
將
來
さ
れ
校
訂

『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
 

を
加
え
ら
れ
た
『
審
蓋
置
古
録
』
、
そ
の
二
本
『
七
種
曲
』
と
い
っ
た
蘇
白
演
出

本
に
輯
録
さ
れ
る
散
駒
は
原
作
の
完
成
以
來
、
か
な
り
の
年
月
を
輕
た
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
巷
聞
で
行
わ
れ
た
脚
本
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
原
作
の
四
系
統

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
混
在
す
る
。
更
に
別
心
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
選
本
に
は
原

作
脚
本
に
見
ら
れ
な
い
憂
改
も
施
さ
れ
て
お
り
、
該
書
の
新
た
な
地
域
的
分
化
の

郵
相
が
看
取
で
き
る
。六

 
以
上
に
縷
読
し
た
よ
う
に
、
『
還
魂
記
』
は
原
作
脚
本
に
お
い
て
既
に
三
次
の

改
訂
を
経
て
お
り
、
散
齢
、
散
超
を
輯
録
す
る
格
子
、
と
り
わ
け
蘇
白
演
出
本
に

お
い
て
は
更
に
多
様
な
演
憂
を
途
げ
て
い
る
。

 
從
來
の
研
究
で
は
、
明
末
に
上
梓
さ
れ
た
家
建
、
呂
玉
茎
、
減
葱
循
、
濤
夢
龍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 

な
ど
の
手
に
成
る
改
本
に
つ
い
て
は
屡
々
論
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
原

作
脚
本
自
燈
が
訴
額
か
ら
天
啓
、
崇
禎
に
至
る
聞
に
十
種
類
以
上
も
上
梓
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
實
は
、
著
書
が
煤
莱
ｽ
に
好
評
を
博
し
た
か
、
そ
し
て
盛
者
観
客
の

需
要
に
慮
ず
る
べ
く
煤
莱
ｽ
に
多
く
の
書
鐘
が
該
書
の
公
刊
を
下
っ
た
か
を
物
語
っ

て
い
よ
う
。
ま
た
該
書
の
版
本
を
四
系
統
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
實

は
、
讃
者
観
客
の
好
尚
に
適
う
内
容
を
追
究
し
、
ま
た
時
流
に
乗
ず
る
た
め
編
者

や
書
止
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
痕
跡
で
あ
る
と
看
取
で
き
よ
う
。

 
と
り
わ
け
、
第
五
璽
の
ご
と
く
沈
環
の
『
南
曲
全
譜
』
に
基
づ
い
て
校
簸
を
施

し
、
改
訂
が
施
さ
れ
た
版
本
が
上
梓
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ

う
し
た
板
本
の
存
在
は
當
時
の
演
劇
界
の
趨
勢
を
煤
李
奄
ﾉ
表
わ
し
て
お
り
極
め
て

興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
系
統
の
版
本
は
第
皿
墨
に
と
ど
ま
り
、
第
y
量
に

至
っ
て
増
訂
が
施
さ
れ
な
が
ら
も
湯
顯
租
が
執
筆
し
た
當
初
の
姿
に
立
ち
返
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
前
掲
の
徐
復
酢
の
言
読
に
相
反
し
て
沈
環
の
曲

」
六
一



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

律
重
覗
の
立
場
は
さ
ま
で
漱
迎
さ
れ
ず
、
結
局
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
淘
汰
さ

れ
て
い
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
か
く
し
て
清
初
刊
「
竹
林
堂
重
刻
玉
茗
堂

 
 
 
(
3
2
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
3
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
盆
)

四
種
脳
弓
」
、

 
 
 
 
 
 
下
男
聞
刊
「
芥
子
園
刻
本
」
、
乾
隆
聞
刊
「
呉
三
山
三
婦
合
評
本
」
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

乾
隆
五
十
年
(
一
七
八
五
)
刊
「
氷
練
墨
刻
本
」
な
い
ず
れ
も
第
W
璽
を
底
本
と

し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
ま
た
明
末
か
ら
清
中
葉
に
至
る
聞
に
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
摺
本
に
お
い
て
、
『
還

魂
記
』
の
ご
と
く
萬
暦
期
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
延
べ
五
十
五
餉
に
も
及
ぶ
散

齢
、
旧
套
が
輯
録
さ
れ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
こ
で
は
第
嚢
璽
に
擦
っ
た

か
、
あ
る
い
は
第
W
璽
に
擦
っ
た
か
と
い
う
相
違
は
存
す
る
も
の
の
、
原
作
脚
本

に
戻
に
憂
改
を
施
し
た
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。
清
代
の
戯
曲
選
本
に
お
い
て

は
、
原
作
の
曲
僻
や
白
に
新
た
な
増
刷
を
施
し
た
も
の
が
多
く
現
わ
れ
る
。
こ
れ

は
明
末
の
戯
曲
選
本
が
主
た
る
受
容
者
と
し
て
罫
書
人
階
層
を
据
え
た
の
と
は
異

な
り
、
肚
會
騒
動
の
獲
展
に
伴
い
庶
民
を
も
観
客
層
に
加
え
た
が
た
め
で
あ
る
。

 
と
も
あ
れ
、
『
還
魂
記
』
は
巻
末
に
お
い
て
原
作
脚
本
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

時
期
か
ら
す
で
に
四
系
統
の
版
本
が
存
在
し
、
第
皿
璽
の
形
で
の
一
慮
の
定
着
を

見
、
後
代
に
傳
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
清
代
に
お
け
る
観
客
層
の
庶
民
階
層
へ
の

笹
書
に
件
っ
て
、
彼
ら
の
好
尚
を
も
考
慮
し
た
、
新
し
い
形
へ
の
還
魂
と
い
う
別

次
元
の
畿
展
を
も
途
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
北
港
が
稀
代

の
名
品
と
し
て
博
く
江
湖
に
嗅
脳
さ
れ
た
が
故
の
も
の
で
あ
り
、
戯
曲
、
演
劇
史

上
に
お
け
る
評
償
を
煤
李
奄
ﾉ
表
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
(
1
)

(
2
)

(
3
)

『
明
代
傳
奇
全
目
』
六
十
三
～
六
十
四
頁
、
人
民
文
學
出
版
肚
、
一
九
五
九
。

『
牡
丹
亭
』
、
人
民
文
學
出
版
杜
、
一
九
六
三
年
北
京
第
一
版
。

『
湯
引
租
集
』
(
三
)
「
戯
曲
集
」
、
上
海
人
民
出
版
肚
、
一
九
七
三
年
新
一
版
。

一
六
二

(
4
)
 
東
京
文
理
科
大
學
漢
文
學
第
二
研
究
室
編
『
還
魂
記
校
勘
記
』
(
同
研
究
室
油
印
、

 
 
一
九
五
一
)
。

(
5
)
 
鄭
振
三
具
『
宮
中
臨
書
績
記
』
(
『
虚
器
書
話
』
、
生
活
・
墨
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

 
 
一
九
八
三
)
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
の
條
に
は
「
余
流
有
萬
暦
聞
石
林
居
士
本
『
牡
丹

 
 
亭
還
魂
記
』
二
柵
、
爲
濁
得
其
眞
、
甚
珍
脈
之
。
此
本
版
片
、
至
明
清
聞
似
猶
在
人

 
 
聞
。
獄
縣
子
牛
鎭
嘗
得
版
、
重
加
刷
印
、
朱
印
本
臨
較
模
糊
、
然
流
傳
頗
廣
。
惟
去

 
 
石
林
居
士
序
、
並
干
題
下
多
『
獄
縣
玉
亭
朱
元
鎭
較
』
数
字
爲
異
耳
。
不
知
者
玄
馬

 
 
爲
朱
氏
重
刊
本
」
と
言
う
。

(
6
)
 
周
蕪
氏
「
『
一
団
潤
莱
~
』
與
黄
氏
回
書
考
謹
」
(
『
徽
派
版
壷
史
論
集
』
、
安
徽
人
民

 
 
出
版
杜
、
一
九
八
四
)
、
及
び
張
三
民
氏
.
 
「
明
代
徽
派
板
書
旧
姓
刻
一
考
略
」
(
『
張

 
 
秀
民
印
刷
史
論
文
集
』
、
印
刷
工
業
出
版
肚
、
 
一
九
八
八
。
原
載
『
圖
書
館
』
一
九

 
 
譜
』
に
基
づ
い
て
黄
氏
二
十
六
世
徳
修
、
二
十
七
世
一
鳳
の
名
前
を
學
げ
、
一
鳳
は

 
 
武
林
に
移
佳
し
て
い
た
こ
と
も
記
す
。
首
都
圖
書
館
編
輯
『
古
本
戯
曲
十
大
名
著
版

 
 
豊
全
編
』
(
綾
装
書
局
、
一
九
九
六
)
二
六
〇
頁
の
周
心
墨
氏
解
説
に
よ
れ
ぽ
、
朱

 
 
氏
玉
海
堂
刻
本
、
七
峯
草
堂
刻
本
の
挿
圖
も
同
様
で
あ
る
。

(
7
)
 
男
振
鐸
氏
「
西
諦
財
主
善
本
戯
曲
筆
跡
」
(
『
鄭
振
鐸
古
典
文
學
論
文
集
』
、
上
海

 
 
古
籍
出
版
肚
、
一
九
八
四
。
原
載
『
文
學
評
論
』
一
九
六
一
年
忌
五
期
)
の
卜
書
の

 
 
條
に
は
「
初
未
知
柳
浪
館
圭
爲
誰
人
、
…
後
再
閲
上
巻
附
圖
、
干
『
雨
過
量
人
当
緑

 
 
野
、
牛
背
斜
陽
閃
暮
鴉
』
一
幅
有
『
勾
呉
嚢
晃
公
題
』
敏
字
、
乃
桃
然
壁
隣
浪
館
是

 
 
創
囎
閣
三
人
之
旧
名
 
。
…
啓
禎
聞
、
呉
那
鏑
書
之
風
至
盛
、
殆
忌
引
建
安
・
金
陵

 
 
之
席
也
、
兎
公
與
潟
墨
慈
侶
三
三
抜
之
功
不
鮮
也
」
と
言
う
。

(
8
)
 
減
愁
循
『
還
魂
記
』
(
天
理
圖
書
館
藏
監
谷
温
氏
替
藏
明
末
刻
本
、
東
京
大
學
東

 
 
洋
文
化
研
究
所
藏
倉
石
武
四
郎
氏
奮
藏
清
乾
隆
聞
呉
郡
三
業
堂
重
修
本
)
、
潟
夢
龍

 
 
『
墨
惑
齋
董
定
三
帯
親
風
流
夢
傳
奇
』
(
『
潟
夢
龍
全
集
』
第
十
八
朋
、
上
海
古
吐
出

 
 
版
肚
、
一
九
九
三
)
、
徐
非
望
『
玉
十
二
丹
青
記
』
(
北
京
圖
書
館
善
本
特
三
部
藏
明

 
 
末
刻
本
)
、
徐
十
二
『
都
舞
刷
定
牡
丹
亭
』
(
六
十
種
曲
筆
集
所
牧
)
は
現
存
す
る



 
 
が
㌔
連
環
『
同
夢
記
』
は
後
述
の
よ
う
に
侠
曲
二
隻
の
み
が
傳
え
ら
れ
る
。
旗
愁
循

 
 
は
「
玉
茗
堂
傳
奇
引
」
に
「
此
案
頭
之
書
、
非
莚
上
之
曲
」
、
潟
夢
龍
は
「
風
流
夢

 
 
傳
奇
小
引
」
に
「
此
案
頭
工
臨
、
昌
盛
場
之
譜
」
と
言
う
。

(
9
)
 
原
文
は
「
論
者
乃
以
其
生
不
踏
潜
門
、
學
未
窺
音
律
、
局
故
郷
之
聞
見
、
按
無
節

 
 
之
絃
歌
、
工
費
元
人
所
笑
、
不
大
難
爲
作
者
乎
。
大
都
有
音
師
有
律
、
律
者
磨
蘭
轣
A

 
 
必
合
四
聲
、
中
七
始
而
黒
焼
壷
。
有
志
則
有
僻
、
曲
者
故
里
、
黒
藻
絡
煤
乱
ｶ
、
墾
笑

 
 
悲
素
図
曲
始
工
。
二
者
固
合
則
並
美
、
離
則
爾
傷
。
但
以
上
稽
不
譜
男
袴
野
鴨
之
、

 
 
是
以
悪
筆
三
豊
者
攻
幽
思
、
則
謂
夷
光
南
威
不
足
娚
也
、
・
吾
弗
信
 
」
。

(
1
0
)
 
減
心
霊
の
原
文
は
「
今
臨
川
生
不
踏
呉
門
、
學
未
窺
音
律
、
艶
往
哲
之
銘
肝
、
逞

 
 
汗
漫
之
詞
藻
、
局
故
郷
之
聞
見
、
按
亡
棚
雲
絃
歌
、
幾
何
不
予
元
人
所
思
」
で
あ
り

 
 
茅
暎
の
冊
節
と
加
筆
が
あ
る
。
尚
、
朱
墨
套
印
本
の
茅
元
儀
「
批
鮎
牡
丹
亭
記
序
」

 
 
に
は
「
短
城
減
晋
叔
、
以
其
爲
案
頭
之
書
而
非
場
中
之
劇
、
乃
工
芸
采
、
到
其
鋒
、

 
 
使
其
手
干
庸
工
俗
耳
」
、
占
冠
「
凡
例
」
第
三
則
に
は
「
減
晋
叔
先
生
刷
削
原
本
、

 
 
以
便
登
場
、
未
菟
有
戴
鶴
績
官
紀
歎
」
と
言
い
旗
葱
循
を
難
じ
て
い
る
。

(
1
1
)
 
原
文
は
「
一
能
守
詞
隠
先
生
矩
獲
、
而
運
以
清
遠
道
人
之
才
情
、
貴
非
合
之
隻
美

 
 
者
乎
」
。
爾
、
本
稿
で
は
乾
隆
聞
楊
志
鴻
紗
本
を
底
本
と
す
る
奥
書
摂
氏
『
曲
品
校

 
 
註
』
(
中
華
書
様
、
一
九
九
〇
)
を
用
い
た
。

(
1
2
)
・
原
文
は
「
曲
毎
以
濱
白
躾
調
、
茜
本
混
刻
、
不
轟
轟
作
者
苦
心
、
亦
大
正
詞
家
正

 
 
豚
。
今
悉
二
塁
巷
先
生
『
九
宮
譜
』
訂
正
」
。

(
1
3
)
 
本
稿
で
は
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
第
三
輯
(
重
量
曲
面
書
局
、
一
九
八
四
)
影
印
の

 
 
麗
正
堂
藏
板
を
用
い
た
。

(
1
4
)
 
原
本
は
「
沈
光
豫
(
環
)
著
作
豊
富
、
…
至
其
所
著
『
南
曲
全
譜
』
『
唱
曲
當
知
』
、

 
 
訂
世
人
沿
襲
之
非
、
副
測
距
紐
捏
之
腔
、
二
幅
曲
者
知
立
前
向
往
、
絞
然
詞
林
指
南

 
 
車
也
。
我
輩
市
之
以
儀
式
、
庶
幾
可
不
慾
界
耳
」
。

(
1
5
)
 
本
稿
で
は
北
京
市
中
國
書
店
(
一
九
八
五
)
影
印
の
版
本
を
用
い
た
。

(
6
1
)
 
巻
十
六
【
越
調
過
言
】
に
は
「
『
同
塗
筆
』
、
即
串
本
『
牡
丹
雪
』
」
と
し
て
原
作

 
 
第
四
十
八
単
語
判
読
」
【
霊
山
虎
】
三
曲
に
基
づ
く
，
【
恵
山
憶
】
が
輯
録
さ
れ
、
眉

 
 
 
 
 
 
 
『
還
魂
記
』
版
本
試
探

 
 
欄
に
「
前
『
牡
丹
亭
』
二
曲
、
從
臨
川
原
本
。
此
一
曲
、
從
松
陵
串
本
。
備
録
之
、

 
 
見
湯
・
沈
異
同
」
と
あ
る
。
ま
た
巻
二
十
二
【
隻
調
引
子
】
に
は
「
串
本
『
牡
丹

 
 
亭
』
、
伯
英
改
定
」
と
し
て
原
作
第
二
餉
「
言
懐
」
【
眞
珠
簾
】
曲
に
基
づ
く
【
眞
珠

 
 
簾
】
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
湯
壷
組
の
原
作
と
沈
環
の
改
本
の
關
係
に
つ
い
て
は
、

 
 
岩
城
秀
夫
氏
「
創
意
と
曲
律
」
(
『
中
綴
戯
曲
演
劇
研
究
』
第
五
章
「
戯
曲
構
成
の
技

 
 
磨
翌
ﾆ
理
論
」
第
二
節
、
創
文
肚
、
一
九
七
三
)
、
「
沈
滞
と
湯
顯
租
一
『
還
魂
記
』
の

 
 
改
作
を
め
ぐ
っ
て
一
」
(
『
中
國
古
典
劇
の
重
殺
』
、
創
文
士
、
一
九
八
六
)
に
詳
し

 
 
い
。
ま
た
周
育
徳
氏
「
『
呂
家
子
的
』
及
其
他
」
(
『
裏
銘
租
論
稿
』
、
文
化
藝
術
出
版

 
 
砒
、
一
九
九
一
)
に
よ
れ
ぽ
、
『
自
書
雨
隠
先
生
南
九
戸
十
三
調
詞
譜
』
の
完
成
は

 
 
順
治
四
年
(
一
六
四
七
)
の
こ
と
で
あ
り
、
沈
思
の
没
後
三
十
七
年
、
湯
顯
租
の
没

 
 
後
三
十
一
年
を
経
て
い
る
こ
と
、
沈
自
晋
が
『
同
誤
記
』
に
つ
い
て
「
未
撃
手
」
と

 
 
断
言
す
る
こ
と
か
ら
、
湯
田
租
は
害
悪
の
豊
本
は
見
て
い
な
い
と
す
る
。

(
1
7
)
 
原
文
は
「
臨
川
之
於
呉
江
、
故
自
泳
炭
。
呉
江
守
磨
浴
A
斤
斤
三
尺
、
不
離
令
一
字

 
 
乖
律
、
而
毫
鋒
殊
拙
。
臨
川
興
趣
、
直
是
横
行
、
組
織
之
工
、
中
富
天
孫
孚
巧
。
而

 
 
屈
曲
婆
牙
、
多
出
歌
者
酢
舌
。
呉
江
嘗
謂
、
『
寧
協
律
而
不
工
、
譲
之
不
成
句
、
而

 
 
謳
晶
出
協
、
是
曲
中
之
工
巧
』
」
。

(
1
8
)
 
王
腰
徳
は
『
曲
律
』
の
前
掲
注
(
1
7
)
所
掲
箇
所
の
次
の
條
に
お
い
て
「
自
詞
隠

 
 
作
『
詞
譜
』
、
而
海
内
曲
直
向
風
」
と
言
う
。

(
1
9
)
 
原
文
は
「
曲
譜
諸
刻
、
其
論
良
快
。
二
幅
之
、
要
非
大
了
者
。
『
荘
子
』
云
『
彼

 
 
烏
知
禮
意
』
。
此
面
墨
壷
語
意
哉
。
其
辮
各
階
落
選
庭
、
轟
轟
易
了
。
備
蓄
碕
作
『
中

 
 
原
韻
』
、
而
伯
琉
於
伯
輝
・
致
遠
中
無
詞
名
。
沈
伯
時
事
振
甫
迷
、
而
伯
定
盤
花
養
・

 
 
玉
林
聞
非
鶉
手
。
詞
之
爲
詞
。
論
調
四
悪
而
已
哉
。
且
所
引
窓
謹
、
不
云
『
未
知
出

 
 
何
調
犯
何
調
』
、
則
云
『
又
一
膿
、
又
一
睡
』
。
彼
所
引
曲
未
滞
十
、
然
已
煤
乱
･
。
復

 
 
何
能
縦
観
而
定
其
字
句
音
韻
耶
。
弟
在
此
思
議
『
知
表
意
者
、
筆
瀬
早
落
、
時
時
有

 
 
之
、
正
不
妨
雪
折
天
下
人
燥
子
』
」
。

(
2
0
)
 
原
文
は
「
置
畳
『
牡
丹
亭
記
』
、
大
受
呂
玉
縄
改
窟
。
云
便
懸
歌
」
。

(
2
1
)
 
原
文
は
「
『
牡
丹
亭
記
』
、
要
依
我
原
本
、
其
出
家
改
的
、
切
不
可
從
。
錐
是
増
減

一
六
三



 
 
 
 
 
 
 
日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
九
集

 
 
↓
二
字
以
便
俗
唱
、
却
與
我
原
倣
的
意
趣
大
不
同
了
」
。

(
2
2
)
 
原
文
は
「
寄
華
中
曲
論
良
是
。
『
唱
曲
二
野
、
作
曲
不
葦
登
知
也
』
、
此
語
大
可
軒

 
 
渠
。
凡
文
章
意
趣
退
色
爲
圭
。
筆
者
到
時
、
或
血
糖
詞
俊
音
可
用
。
爾
時
能
一
一
顧

 
 
九
宮
四
三
否
。
想
望
按
字
摸
聲
、
郎
等
窒
滞
溢
洩
忍
苦
、
恐
不
能
成
句
 
」
。

(
2
3
)
 
徐
三
方
氏
「
沈
環
年
譜
」
三
一
三
頁
(
『
徐
朔
方
集
』
第
二
巻
「
晩
明
曲
家
年
譜
・

 
 
蘇
州
巻
」
、
漸
江
古
籍
出
版
肚
、
一
九
九
三
)
。

(
2
4
)
 
『
曲
律
』
の
前
掲
注
(
1
7
)
所
掲
箇
所
に
績
け
て
「
曾
爲
臨
川
改
易
『
還
魂
』
字

 
 
句
点
不
協
者
、
呂
声
部
玉
縄
(
響
過
書
尊
人
)
以
致
臨
川
」
と
あ
る
。
徐
朔
方
氏

 
 
「
關
干
湯
殿
租
沈
環
關
係
的
一
些
事
賓
」
(
『
論
湯
顯
租
及
其
他
』
、
上
海
声
声
出
版
.
 

 
 
肚
、
一
九
八
三
)
は
、
三
崩
租
の
言
う
呂
玉
縄
来
園
は
實
は
沈
着
の
手
に
成
る
も
の

 
 
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
前
掲
注
(
1
6
)
周
育
徳
氏
論
文
に
は
、
萬
暦
二
十
九
年
(
一
六

 
 
〇
一
)
頃
に
梅
鼎
詐
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
答
湯
義
傍
」
(
『
鹿
裏
石
室
集
』
・
書
順
・

 
 
巻
十
一
)
に
「
呂
玉
縄
近
致
『
還
魂
記
』
。
麗
事
奇
交
、
相
撃
蔚
起
。
當
爲
兄
辮
敷

 
 
語
、
以
報
章
壷
之
役
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
鼎
酢
は
呂
胤
昌
が
齎
し
た
二
本
を
通

 
 
覧
し
な
か
っ
た
た
め
褒
僻
を
連
ね
る
け
れ
ど
も
、
改
本
が
同
年
に
は
完
成
し
て
い
た

 
 
と
推
測
す
る
。

(
2
5
)
 
原
文
は
「
是
刻
悉
遵
守
府
下
原
本
。
聞
有
畜
改
、
馬
歯
労
、
黒
垂
額
。
雌
屑
山
陰

 
 
解
牛
、
亦
爲
臨
川
存
羊
。
凡
時
本
或
疏
於
校
雌
。
煤
欄
｡
浪
館
。
或
愚
弄
増
減
。
煤
洛
ｸ

 
 
呉
興
・
欝
藍
生
二
種
。
皆
臨
川
之
仇
也
」
。
爾
、
こ
の
「
凡
例
」
は
京
都
大
學
藏
本
、

 
 
北
京
圖
書
館
藏
本
の
い
ず
れ
に
も
牧
載
さ
れ
な
い
た
め
、
毛
敷
同
氏
編
『
湯
顯
組
硫

 
 
究
資
料
彙
編
』
(
上
海
古
籍
出
版
肚
、
一
九
八
六
)
に
擦
っ
た
。

(
2
6
)
 
原
文
は
「
『
還
魂
記
』
則
有
追
琢
齋
本
。
以
不
譜
於
曲
譜
、
謬
爲
増
減
。
離
贔
館

 
 
本
、
因
不
便
於
優
伶
、
恣
意
勾
蔓
。
其
最
可
痛
恨
者
、
無
煤
莱
{
刻
。
留
眞
記
、
併
其

 
 
本
來
面
目
而
易
之
 
。
臨
川
有
霊
、
能
不
概
下
痢
耶
。
藪
刻
悉
潤
酪
ﾒ
本
。
即
介
白

 
 
聞
、
或
更
定
＝
一
宇
」
。

(
2
7
)
 
こ
れ
ら
の
戯
曲
選
本
の
う
ち
『
月
露
音
』
『
詞
林
逸
響
』
『
萬
堅
清
音
』
『
恰
春
錦
』

 
 
『
樂
府
珊
珊
集
』
『
玄
雪
譜
』
『
酔
恰
情
』
『
綴
白
裏
』
は
前
掲
注
(
1
3
)
「
善
本
戯
曲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
六
四

 
叢
刊
」
第
二
輯
(
一
九
八
四
)
、
及
び
同
第
四
・
五
輯
(
一
九
八
七
)
影
印
の
版
本
、

 
 
紗
本
を
用
い
、
『
騒
音
監
古
録
』
に
つ
い
て
は
同
叢
刊
第
五
輯
影
印
の
刊
本
と
京
都

 
 
大
學
文
學
部
藏
本
を
、
『
纏
頭
百
練
二
集
』
『
群
書
館
精
選
古
今
傳
奇
』
は
北
京
圖
書

 
 
館
善
本
特
落
部
巻
本
を
用
い
た
。
ま
た
大
阪
大
學
懐
徳
堂
文
庫
藏
『
七
種
曲
』
は
、

 
 
圖
版
や
版
木
の
訣
損
状
況
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
『
審
音
豊
古
町
』
と
全
く
同
一
の
版

 
 
木
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
2
8
)
 
田
仲
一
成
氏
「
十
五
・
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
攣
質
に
つ
い
て

 
 
(
五
)
」
二
七
三
～
二
七
五
頁
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十
二
冊
、
 
一
九
七

 
 
七
)
の
分
類
に
よ
る
。
田
仲
氏
に
引
用
さ
れ
な
い
選
本
の
分
類
は
私
見
に
よ
る
。

(
2
9
)
 
謹
書
の
冒
頭
に
附
さ
れ
る
琴
隠
翁
の
序
に
は
「
東
郷
王
子
早
卵
P
、
偶
干
京
師
得

 
 
『
審
判
監
古
録
』
一
編
。
…
婁
軽
蒋
購
得
原
板
、
賢
愚
江
南
、
監
事
飾
罫
、
便
公
同

 
 
好
」
と
あ
る
。

(
3
0
)
 
「
累
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣
」
(
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
七
集
、

 
 
一
九
九
五
)
。

(
3
1
)
例
え
ば
愈
土
民
氏
「
寺
町
夢
龍
的
『
牡
丹
亭
』
藍
本
」
(
『
江
蘇
戯
劇
叢
刊
』
一
九

 
 
八
三
年
第
六
期
)
、
廣
瀬
玲
子
氏
「
減
葱
循
に
よ
る
牡
丹
亭
還
魂
記
の
改
編
に
つ
い

 
 
て
」
(
『
東
方
學
』
第
八
十
一
輯
、
一
九
九
一
)
な
ど
が
あ
る
。

(
3
2
)
 
國
立
國
會
字
書
館
藏
。

(
3
3
)
 
東
北
大
學
附
田
圖
書
館
藏
。

(
3
4
)
 
天
理
圖
書
館
藏
監
谷
温
石
曹
猟
書
。

(
3
5
)
 
東
京
大
學
文
學
部
藏
。


